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藤
堂
俊
章

大
本
山
善
導
寺
法
主

主
尤
上
人
を
偲
ぶ



大
本
山
汗
持
・3
に
お
き
ま
し
て
は
、

成
大
修
策
品
店
大
法
.
療
が
M
m修
さ
れ
る
・
』t
に
な
り
ま
し
た

。

本
年
卜
川
卜
h
ハ
け
よ
り

-h
.

日
間
、
聞
広
八
行
年
度
波
大
法
.
袋
と
巾

I

大
ふ
山
持
碍
々
は
浄
上
京
都

4

稲
山
市
.
光
上
人
が
開
山
で
あ
り
ま
し
て
、
開
法
以
米
八
.
h年
の
議
川
を
市

ね
て
ま
い
り
現
花
に

.

令
い
っ
て
お
り
ま
す。
正
に
中1
大
本
山
は
本
堂
・

三
門
・

仲
間
勺
の
在
桁
が
此
し
う
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、

光
年
・
』
れ
ら
が
同
の
抗
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
を
機
に
、

数
笹
川
よ
り
そ
の

大
修
築
に
狩
子
し
、

昨
年
枇
そ
の
(
元
成
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
二
つ
の
慶
明

を
祝
つ
て
の
大
法
要
に
既
に
全
同
作
地
よ
り
同
体
参
拝
の
御
申
込
み
が
あ
り
、

中
町
1

大
本
山
の
た
め
、
浄
上

一
宗
の
た
め
誠
に
お
め
で
た
き
‘
z
t

存
じ
成
薮
に
堪
子
、

衷
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す

。

こ
の
機
に
ふ
可
り
開
山
型
光
上

人
守
山
川
ぴ
ぶ
る
こ
と
は
怠
義
あ
る
こ
と
と
存
じ
、
型
光
上
人
の
御
行
跡
ぞ

砕
い
た
い
と
べ
ン
そ
帆
り
ま
し
た
。

取
光
上
人
は
父
k
t

川
円
上
と
がK
H竹
以
泊
九
公
が
配
所
の
川
を
眺
め
た
・
木
市
山
川
の
観
紗
汗
与
に
じ
日
間

参
舵
し
、
よ
い
「
が
段
か
る
よ
う
に
と
祈っ
た
甲
山y
b
z感じ
て
身
飽
ま
れ
、
人
，
の
北
九
州
市
八
幡
内
M
伊
丹

川
町
で
、
Z
H川
京
の

・

川
h
H
tし
て
必
作
し
さ
れ
ま
し
た

一

-
』
ζ

に
も
法
然
し
人
の
御
州
側
叫
が
れ
間
の
税
庁
に

日
参
さ
れ
て
法
然
上
人
ぞ
快
灯
さ
れ
た
の
を
思
い
浮
べ
ま
す
と
き
、
胎
内
教
山H
の
r
m
.裂さ
や
』
鮒
感
い
た
し

明員二 l 人tl~~;~

ま
す
。

取
一光
上
人
御
誕
生
の
そ
の
日
の
う
ち
γ
怒
川
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
m
l光
上
人
は
安
店
街
胤
の

普
い
を
な
て
ら
れ
、
中1

本
山
で
は
八
行
年
の
い
た
き
に
わ
たっ
て
安
産
祈
願
が
'
汀
わ
れ
、
川
切
ル
忙
で
も
九
州
の

9 



迫
近
作
地
か
ら
の
御
参
誌
が
絶
え
ま
せ
ん。

10 

慢
康御

世
乍
の
地
に
比
較
的
近
い
'
日
行
与
に
卜
問
必
で
人
山
し
て
け
心
法
師
に
つ
い
て
ト
じ
ぶ
ま
で
パ
ム
け
の

川
一
，

r
業
を
な
さ
り
、
十
じ
仏
の
と
き
丹
川
家
の
行
抱t
J

で
あ
る
明
U
1
Jの
ド
々
で
あ
る
し
八HA

に
へ
ゐ
し
て

妙
法
法
削
に
、
後
、
市
山
法
師
に
帥
市
げ
さ
れ
て
ド
八
台
の
勉
強
を
な
さ
い
ま
す

こ
の
明
以
守
は
今
の
飯
塚
市
の
岡
市
約三
0
キ
ロ
に
あ
り
、
九
時
は
問ト
ニ
の
僧
坊
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
こ
の
明
恩
寺
か
ら
山
政
悌
教
の
桜
本
道
場
で
あ
る
英
彦
山
ま
で
、

間
に
一
千
円

の
日
参
に
動
ま
れ
ま
し
た。

ト
七
歳
か
ら
ニ
ト

二
議
￡
て
三
午

こ
の
川
町
雌
は
」
ハ
ト
キ
ロ
は
あ
り
ま
す
の
で
、

い
、
か
に
他
山
の
件

ち
ト
し
で
あ
り
、品
川
中
芯
の
強
附
が
う
な
ず
か
れ
ま
す
‘

中l

本
山
の
二
一削
ザ
.
に
安
摂
さ
れ
て
い
る
川
のf
m要
文
化
財
で
あ
る
昭
一
光
i

一人
の
御
本
ぬ
を
刊
し
ま
す
と
、

そ
の
似
光
、
部
作
い
両
立
ち
、
川
の
肉
の
盛
りL
り
は
此
の
体
佑
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
の
見
値
杭
進
が
吋
能

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-
木
町
に
山
先
し
伎
に
は
必
ず
州
る
、闘
を
縫
い
大
地
合
蹴
つ
て
の
時
刻
を
述
え
な
い
怜
悦
の
迩
を
凡
て

化
υ
物
と
い
う
哨
が
か

t

ち
、

そ
の
地
布
郁
.
の
，
切
れ
が
.
り
に
箭
を
つ
か
え
て
欣
ち
ま
し
た
が
、
弘
次
の
納

を
射
た
だ
け
で
あ
っ
たt
い
わ
れ
て
い
ま
す
e

研
究氏

紫
の
川
糸
川で
は
山
下
問b
修
行
も
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
の
で
、
中
つ

h
k
j
t去
川
叩
九
ソ
巳n

・

u
h
-
-
H
必
っ
て
七

A
R
ド
〆
lv
J
K
1，・

.
A
T
r
'
L
H
A
R

ド
r
L
W
S
‘
，

a

，
，
‘
，
，

t
a

，

E
J



ぜ
人
川
川
-
-
毛L
-一
ヨ
市
、
.
、
内
ノe
ド
、

r
h
H
J
u
l
y弘
・
じ
よ
‘
e
i
。

!

ふ
U

本
的H
冠
打
義
仲
が
い
以
都
仁
乱
入
し
た
作
付
、
水

二
年

(
一
一・
八
コ一)
一
一
トニ
必
の
脊

で
あ
り
ま
し
た
。

以
初
は
市
本
体
H

市
谷
の
観
淑
法
統
に
就
き
、
つ
い
で
ん
民
地ω.

d
k
法
印
に
帥
令
し
て
天
台
の
奥
持
を
究
め

ら
れ
ま
す
が
、

‘
』
の
品
川
川
本
院
は
、

倣
ボ
ト
椛
・
川
派
ぷ

』

に
「
決
仏
の
J
氏
、

涼
仏
の
払
然
」
と
、
、
と

.

.
 
、

U
M
H川i
λ

と
抜
び
弥
せ
ら
れ
る
作
の
、
.
切
粁
ぞl
h

ハ
溢
も
読
ま
れ
た
中
1

川
比
制
山
に
お
け
る
山
ソ
ド
徳
共
に
禿
れ
た
お

一
人
名
で
あ
り
ま
し
た

丘
山
八
ケ
白
午
、佐
久
元
年
(

一
一
九O
)
て
ト
九
議
故
郷
に
州
ら
れ
、
物
作
油
山
の
山
下
傾
に
捕
せ
ら
れ

ま
し
た

。

油
山
t

い
い
ま
す
と
、
今
の
博
多
駅
か
ら
両
市
方
六
キ
ロ
に
あ
り
ま
し
て
、中I
時
三
円
L
ハ
ト
幼

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
与
の
崎
明
の
-
W山
を
作
っ
た
山
で
、
肥
筑
千
野
を

4

叫h
で
き
る
際

h
H川
五
九4

司
メ

ー
ト
ル
の
別
仕
は
風
光
州
航
な
公
川
附
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仙
山
の
ι
l
部
教
内
の
校I
Hに
杭
仔
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
か
・
勺
、
い
か
に
山
下
問
が
仏
〈
涼
く
研
究
心
川
仰
な
山
一

f

計
で
あ
丹
た
か
と
い
う
こ
B
と
が
う
か

わ
ず
か
-
卜

衆
人
林
合
成
す
」t
伝
記
が
れ
け
か
れ
て
あ
り
ま
す
か
・
ら
、

が
わ
れ
ま
す
。

「
宇
佐
山
を3
ぃ
、

棋
の
山
下
的
の
英
み
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

こ
の
仙
山
に
は
必
浄
l

，
門
主
山
ド
引
む
大
僧
正
が
d
m向
上
人
-
U陥
」
と
大
A
さ
れ
た
れ
然
.
hの
わ
仰

が
住
て
ら
れ
、
そ
の
岳
山
に
は
明
川
伝
子
博
上
慌
の
碑
文
が
刻
さ
れ
て
あ
り
ま
す

。

司-l光 l 入金払:

官
仰二

十

-
一政
の
佐
久
間
作
(
一
.
九
:
一)
の
川
U
4.

h
J
に
お
い
て
児
川
泊
の
・
て
明
M
w
t法
波
小
に
で
一川
一ω
が

込
.
比
さ
れ
ま
し
た
の
で
、則

一光
上
人
は
い
た
く
無
常
合
悠
じ
ら
れ
、
刊
川
の
ヤ
れ
れ
汁
地
伏
を
休
日
て
札
川

γ帖
山
市

11 



金
制
う
念
仰
の
'
れ
お
と
な
ら
れ
ま
す
。

k
h
の
念
怖
で
あ
り
ま
す。

12 

ま
せ
ん
。

川
県
草
-
h吊
の
は
削
の
叫
控
の
仙
進
を
強
制
さ
れ
ま
し
た
。
山
下
仙
東
備
の
出
刑
、
で
な
い

k

浄
財
は
集
ま
り

(
一
一
・
ん
じ
)ご
下
六
議
江
主
の
貯
の
御
本
尊
注
文
の
た
め
京
都
に
の
ぼ
ら
れ
ま
す
。

佐
久
八
年

今
の
h
J町
同
条
ド
ル
の
明
光
与
が
中1
時
計
引
れ
な
仰
附
脱
皮
の
邸
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
山
鹿
に
御
本
憶
を
比

文
な
さ
い
ま
す
。

そ
の
出
店
の
郎
に
滞ι
小
、
ぃ
米
山
の
唯
で
念
怖
を
弘
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
然
l
L人
全
a
dね
て
ゆ
か
れ

ま
す
。

時
に
法
然
上
人
六
十
瓦
哉
、型
光
上
人
三
十
六
蔵
。
片
や
宗
教
家
と
し
て
徳
の
盛
り
、片
や
出
様

り
の
お
二
人
が
初
め
て
の
出
会
い
を
な
さ
い
ま
す
。

法
然
上
人
が
悌
教
の
小
の
念
仙
の
教
え
を
「一に
天
台

作
川
・
札
制
叫
に
明
か
す
へ
必
ω
問
、

て

に
忠
心
的
都
の
往
生
.
袋
集
に
蹴
め
る
念
飾
、

よ
り

J
r
の
刻

三
に
や
市
川
特
大
川
の
鋭
科

.

雌
に

本
刷
念
仰
の
H
Kも
す
μ
、
れ
て
い
る
こ
と
b
aお
品
き
に
な
る
こ
と
ト
ボ
の
刻(
γ後
.
川
)

に
.
十
る
卜
時
間
の
品
法
に
、
駒
沢
光
上
人
は
心
服
さ
れ
ま
す

。

今
ま
で
の
中
間

収
て
る
念
仙
川
」
と
、

(
午
前O
時
}

t

修
行
合
作
川
て
法
然
上
人
の
お
弟
子
t

な
ら
れ
ま
す
。

二
一
ヶ
日
勧
化
を
集
り
、出
米
ヒ
っ
た
御
牛
革
の
お
3
b
正
し
て
明
星
寺
に
帰
り
落
慶
法
要
を
つ
と
め
、
戸
内

び
ボ
榔
に
上
治
さ
れ
た
の
が
正
治
厄
年

二

一
九
九
)
・4

川

三
ト
八
紘
で
あ
り
ま
し
た
そ
し
て
法
然
上

人
に
ふ
刊
さ
れ
る
こ
と
前
後
八
q

で
あ
り
ま
す
。

浄
ト
去
の
教
義
が
組
織
的
に
品
川
か
れ
、
中

I

時
の
怖
教
に
対
す
る
は
然
上
人
の
川
崎
抑
的
作
上
{
ぷ
独

h札
口.

J

K
Hの

d
地
阿
作
本
願
念
働
集
h

を
「
汝
は
法
器
な
り
、
ソ
ぷ
寺
こ
℃
え
ピ
り
、

f
l
{
1
J
1
 
u
r〈
、
』
の
持
を
写
し
て
ト
査
日
山
に

弘
む
べ
し
」t

、

法
然
上
人
か
ら
佼
け
ら
れ
た
剛
氏
光
上
人
は
大
変
感
激
な
さ
い
ま
す

。

作
上
一
宗
の
奥
義

ぞ

一
つ
の
協
の
ル
小
企一
勺
の
慌
に
似
す
が
如
〈
、
法
然k
人
か
ら
相
伝
さ
れ
た
刑
光
上
人
が.. ん
久

a

・
ん
年(
a



一
一O
問
)
八
川
問
ト
ニ
一
必
飢
州
にU
Wら
れ
、
今
の
大
本
山
政
川4
bサ
K
T開
削
さ
れ
ま
し
た
。

品
げ
上
京
札
で
あ
り
ま
す
と
J
枚
起
日
文
』

わ
る
ご
釘
知
で
な
い
ト
々
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

で

枚
起
請
-
X

は
法
然
上
人
が
お
m
k
に
お
還
り
の
二
一日
前
、
処
肝
二
年
で

こ
ご

乙
が
川

二
十

三

日
、
常
随
の
勢
制
M
W倣
利
上
人
の
想
舶
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
九
年
も
い

く

一
枚
起
請
文
-
t

は
一
パ
業
文
・
パ
に
少
見
は
あ
り
ま
し
で
も
、
な
味
内
容
は
少
し
も
相
誕
の
な
い
ご
法

認
が
元
久
元
年
(
一二
O
問
}
法
然
上
人
か
ら
聖
光
上
人
に
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

忍
激
上
人
こ
の
ご
法
一
品
ぞ
「
削
船
内
相
水
」

t

い
い
、
一
枚
起
請
文
』
を
「
源
智
相
承
」
と
小
さ
れ
て
い

ま
す
。
『

選
搾
集
h

の
相
伝
と
い
い
、
こ
の
「
鎮
西
相
水
」
と
い
い
、
い
か
に
型
光
上
人
が
法
門
伝
持
の
器

で
あ
り
、
宗
教
的
天
賦
盟
か
な
信
仰
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

。

山
氏
光
上
人
は
大
変
別
時
守
山
泣
き
れ
ま
し
た
。

現
在
久
留
米
市
御
井
町
の
厨
寺
聖
光
院
官
接
キ
は
佳
久

三
年
ご

一
九
一
一)
時
の
地
凶
肘
氏
が
附
山
と
い
わ
れ
、
型
光
上
人
は
こ
の
耐
与
で
克
真
正
年
(一-
一
一

.

九
)
よ
り
三
斗
削
の

一
千
円

の
別
時
念
怖
を
助
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
に
h
ハ
ト
八
必
、
い
ろ
ん
な
奇
瑞
が

伝
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す。
こ
の
一
て門
に
は
「
飢
附
川
帥
千
日
別
時
念
怖
感
府
地
場
」
の
.
山
市
川
が
あ
り
ま

す
。

烈光 l人をf!~ぷ

ま
た
大
i
小
山
汗
将a
J

の
『
二
川
の
刷
、
納
付
常
の
点
に
怖
の
大
本
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
側
に
下
川

別
時

の
.
1叫
念
仰
が
あ
り
ま
す。

正
州
に
「
縦
辿z

・

M
介
、
撒
山
品
施
ト
サ
ト
店
街
叶
叫
」

t

記
さ
れ
て
あ
り
、
中
1

時
の
大

川
町
民
、
出
版
業
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
折
の
札
名
が
刻
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

安
制
二
年
二

二
三
八
)
t
い
い
ま
す
と
、
明
光
上
人
h
ハ
卜
ヒ
議
、
法
然
」
人
の
ト
じ
川
忌
に
正
均
し

ま
す
。

そ
の
頃
法
然
上
人
の
教
に
対
し
民
義
邪
説
が
出
て
ま
い
り
正
流
が
出
濁
し
か
け
て
い
ま
し
た
の
で
、

1) 



山
川l光
l

人
は
帥
パ
仏
然
l

人
制
思
の
た
め
、
永
代
念
仙
川
興
昨
の
た
め
、ぷ
代
の
Mは
い
れ
乞
決
せ
ん
が
た
め
、
ぷ

14 

代
の
J

に
陥
え
ん
が
た
め
、
人
，
の
熊i
小
山
の
小
・
火
ぞ
流
れ
て
い
る
h

川
刈
の
畔
、
行
午
院
で
衆
仙
・4

ト
余

人
k
u

ハ
に
ト
川
・一ト
h
U

よ
り
川
ト
八
日
山
の
別
け
念
併
合
つ
と
め
、以
後
の
一
て日
間
で
法
然l
人
か
ら

本
っ
た
H
A
の
安
門
を
述
べ
、
以
後
に
ご
内
分
の
下
印
を
押
さ
れ
て
ぷ
を
な
さ
っ
た
の
か

た

T

印
』

で
、
こ
れ
あ
れ
ば
こ
そ
法
然k
人
の
み
教
が
一
糸
乱
れ
ず
山
水
の
流
れ
消
〈
八
行
年
の
今
日

ま
で

伝
っ
て
い
る
大
切
な
伐
材
て

五
市
，
伝
を
の
中
の二世
の
巻
物
t

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

嘉
禎
三
年

こ
二
三
じ
)
卜
け
か
ら
間
大
.
L中
調
を
訴
え
て
お
ら
れ
た
聖
光
上
人
は
吻
年
の
正
月
か
ら
命

終
の
時
を
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、

れ
、
異
存
を
感
じ
ら
れ
た
り
、
時
々
の
瑞
相
奇
瑞
が
現
れ
ま
し
た

p

e
'
、

高
戸
念
併
、
授
戒
、
説
法
、
米
現
の
阿
弥
陀
悌
、
地
維
持
院
を
作
ま
ら

翌
二
月
二
十
九
日
じ
悔
の
袈
裟
ぞ
付

一下
三
礼
の
れ
乍
の
阿
弥
陀
経
を
A
Hホ
の
税
指
に
は
さ
ん
で
念
抽
附
す
る
こ
t
a

時
ば
か
り
、
E
M愛
-
­

i
i
{
 

光
明
偏
照
ま
で
日
に
さ
れ
て
お
浄k
に
還
ら
れ
ま
し
た
~
時
に
じ
卜
じ
様
。

新
・
莫
・
深
の
人
用
徐

こ
の
随
時
峨t
研
究
t
L
仰
の
2
4
つ
合
派
ね
陥
え
る
こ
t

が
析
し
い
一
一卜

一
川
紀
の
六
%
に
し
て
深
み
の

あ
る
人
間
像
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ト
ペ
同
を.. 小
し
て
主
納
の
制
伯
k
T終
り
た
い
と
が
じ
ま
す

大
一
札l

雄
政
l
m
刀
|
栄
養

則
性
|
附
究
|
科
γ
|
教
益

市
.
性l
U
仰
i

京
教
i
u

，k



ご
法
笛

料
品
の
小
に
h
ハ
念
八
念
九
念
ぞ
川
か
す
と
行
え
ど
も
殺
が
如
く
は
た
だ
へ
必
死
念
仰
の
・
.
念
に
あ
り
。

(『
作
上
人
ぶ
抄
}

八
万
の
法
門
は
死
の
一
ん子
を
説
く
。
然
ら
ば
す
な
わ
ち
、
死
を
忘
れ
ざ
れ
ば
八万
の
法
門
を
、h
H然
に
こ

(『
プパ
万
議
・
)

-
』
ろ
え
た
る
も
の
に
あ
る
な
り
。

山
火
心
起
一
打
の
療
は
、

へ
必
死
念
仰
に
あ
り
と
て
、つ
ね
の
こ
と
わ
ぎ
に
は

、

山
る
応
、
入
る
息
を
ま
た
ず
、

人
る
h
仏
、
山
る
h
n
u
e
ま
た
ず
、

助
け
た
ま
・
え
阿
弥
陀
は
と
け
、市
川
肌
…
川
件
陀
仰
t

ぞ
巾
さ
れ
け
る

.

{守法
然
l

人
'
U
U帆
松
川
内
郁
問
ト
パ
』
}

守i光 l 人を・42J:
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然
よ
入
の

の
説
法
じ
学
ぶ



相
手
の
意
思
を
尊
重
す
る
対
話

法
然
上
人
か
ら
、
私
が
最
も
学
び
た
いt
思
う
こ

と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
上
人
が
問
答
や
対
話
を
好
ん
で
聞

い
ら
れ
、
話
し
合
い
に
よ
る
教化
を
さ
れ
た
こ
t

で

す
。第

二
に
は
、
相
手
の
な
志
伝
尊
重
し
、
そ
の
人
自

身
が
白
分
の
道
b
E選
ん
で
歩
む
よ
う
導
か
れ
た
、
』
と

で
す
。

第
三
に
は
、
そ
の
時
代
の
人
ぴ
t

の
現
実
の
生
前

を
ふ
ま
え
て
、
実
践
で
き
る
形
で
仏
法
を
示
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
法
然
上
人
の
お言
葉
は
、
「一
百
附
ト

五
筒
粂
問
答
」
、
「
十二
箇
条
問
答
」
、
「
要
義
問
答
」
、

「
諸
問
控
ご
と
いった
問
答
形
式
て
まt
め
ら
れ
た
も

の
や
、
文
の
小
で
「
問
て
い
は
く
:
:
:

答
て
い
は
く

:
・
:
」
と
い
う
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
t

こ
ろ
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
は
抽
象
的
な
論
議
で
は
な
く
、

法然 l二人の員、，t~，Iiの説i}.に~f:ぶ

身
近
で

具
体
的
な
ニ
t

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す。

釈
尊

も
、
対
話
の
説
法
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
悩

み
や
迷
い
を
相
手
に
語
っ
て
も
ら
い
、
対
話
を
〈
り

か
え
し
な
が
ら
相
子
の
入
門
身
が
向
分
の
生
き
万
が

見
い
出
せ
る
よ
う
導
い
て
い
か
れ
ま
し
た
。

現
代
の

言
葉
で
r

え
ば
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
当
た
る
と
忠
い

ま
す
。

法
然
上
人
の
説
法
に
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
、

私
は
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

法
然
上
人
の
「
一
百
四
卜
五
筒
粂
問
答
」
の
中
の

飲
荊
の
是
非
を
問
う
問
答
に
は
、
そ
の
趣
き
が
よ
く

ぷ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
が
上
人
に
向
かっ
て
「
柄

を
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
か
」
と
時
ね
ま
し
た
。

上

人
は
、
「
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け
れ
ど
、
こ
の

世
の
な
ら
ひ
」
と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

上
人
の
お
答
え
は
、
そ
の
人
に
消b
z飲
む
こ
t
h
T

禁
止
す
る
の
で
も
許
す
の
で
も
な
く
、
自
分
で
考
え

る
よ
う
に
し
む
げ
ら
れ
た
お
言
葉
だ
t

理
解
さ
れ
ま

す
。

と
い
う
の
は
「
ま
こ
と
(
仏
法
)
で
は
歓
酒
す

べ
き
で
な
い
」
と
ま
ず
説
か
れ
、
酒
、
て
苦
悩
か
ら
逃
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げ
よ
う
t

し
た
り
、
う
ち
ば
ら
し
し
た
り
す
る
の
は

仏
法
に
従
う
生
き
万
で
は
な
い
、
と-
H
N
m
-
v

小
さ
れ

た
う
え
で
、
「
(
柄
を
飲
む
の
は
)
こ
の
附
の
な
ら
ひ

{
門
的
ご
と
い
う
こ
と
金
述
べ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で

す
，

中1

時
も
、
抑
制
で
あ
り
な
が
-
aり
.
般
の
人
辻
と

同
じ
く
柄
を
飲
む
人
も
い
た
に
追
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
・
h
t

を
批
判
す
る
・
』
と
も
山
作
品
す
る
・
』

t

も
な

さ
ら
ず
、
た
だ
削
切
実
に
そ
う
い
う
人
辻
が
い
る
こ
t

を
・
ぶ
さ
れ
た
お
ぺ
柴
で
す
。

こ
の
お
け
柴
そ
聞
い
て
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ザ
え

る
で
し
ょ
う
ミ
や
は
り
洞
は
飲
む
べ
き
で
は
な
い
」

と
う
け
と
め
て
飲
ま
な
い
入
、
「
険
附
な
み
に
飲
む
の

は
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
う
け
と
め
て
飲
み
だ
す

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
か
し
上
人
の
お
パ

染
は
決
し
て
川
町
き
な
よ
う
に
し
て
よ
い
と
欣
汀
さ
れ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
の
二
つ
の
拙
在
ぞ
め
?

っ
て
、
れ
分
で
よ
く
号
え
、
選
び
な
さ
い
」
と
い
う

お
れ
比
円
で
あ
っ
た
と
仰
烈
し
ま
す

私
の
関
心
い
で
す
が
、
も
し
ニ
の
と
き
、
「
仏
の
追
を

捗
む
行
は
飲
む
な
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
た
と
し
て
も
、

飲
ま
な
い
で
い
ら
れ
な
い
人
は
隠
れ
て
飲
む
で
し
ょ

う
去
と
弘
が
で
き
て
、
次
し
て
明
ま
し
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

さ
り
と
て
、
「
少
な
な
ら
か
ま
わ
な
い
」

と
山
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
柄
に
逃
泣
し
な
い
で
-
H八
%

の
道
を
め
‘
ざ
そ
う
と
す
る
人
を
ま
ど
わ
す
噌
』
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん

一

法
然
上
人
は
そ
の
こ
t
e

見
越
し

て
、
外
山
け

が
'
日
分
の
心
でYJえ
る
こ

t

を
お
す
す
め

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
あ
り
ま
す
[
人
か
・
ら
決

J
目
さ
れ
て
い
な
い
り
れ
ど
も
、
仏
部

f
t

し
て
飲
む

べ
き
で
は
な
い
と
教
え
ら
れ
、
み
ず
か
ら
飲
む
ま
い

と
決
立
し
た
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

あ
る
い
は
、
叫w刊

俗
の
庁
乍
生

hト
‘

と
い
つ
て
飲
む
よ
，
う
フ
に
な
る
人
も
あ
る
で
し
よ
'
う
フ

三
。

し
か
し
仏
の
吋泊
瓜e
歩
も
.う
ヲ
t

す
る
削
限
臥
り
、
い
つ
か
は

「
こ
れ
で
よ
い
か
、
こ
れ
か
仏
必
「
の
午
さ
卜
H
か
」

と
い
以
併
け
す
る
と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う

。

上
人
は
作
れ

か
れ
分
山
身
の
川
1
き
ん
含
校
在
よ
小
て
火
の
'
打

動
が
選
べ
る
よ
う
に
な
る
こ
t

念
、
望
ん
で
お
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

18 



引
代
も
、
仏
訟
を
求
め
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
し
か
し
、
教
え
を
教
え
と
し
て
受
け
と
め
、
自

分
の
生
き
応
に
以
映
で
き
な
い
人
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
知
的
な
珂
解
だ
け
で
は
、
た
て
ま
え
が
身

仁
つ
く
だ
け
で
あ
り
、
い
ざ
悩
ん
だ
り
山
し
ん
だ
り

し
た
主
き
に
、
救
い
の
'
刀
と
な
り
に
く
い
よ
う
で
す

。

対
話
に
よ
っ
て
れ
己
の
心
を
深
〈
似
り
さ
げ
、
内
分

の
生
き
る
道
念
、E
体
的
に
選
択
し
て
こ
そ
、
ム
円
分
が

う
ち
こ
め
る
人
生
が
桁
か
れ
て
く
る
の
で
す
。

そ
れ

が
独
汗
的
な
も
の
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
仁

は
仏
法
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

仏
法
に
依

る
た
め
に
ば
、
仏
法
令
心
似
た
人
と
り
川F州
す
る
こ
'
と

で
す
。

法
然
ト
人
が
り
刈J
e
r爪
悦
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
そ
の
刈
品
を
依
り
・
ど
こ
ろ

と
し
て
、
巨
体
的
に
地
ぞ
求
め
て
い
く
こ
と
を
l

人

は
お
す
す
め
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

念
仏
に
よ
る
仏
法
と
主
体
性
の
漂
ま
り

念
仏
の
教
え
は
、
仏
法
守
主
体
的
に
受
けt
め

こ
れ
を
'
H先
的
に
実
践
し
て
い
く
必
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

「
市
無
利
休
陀
仏
」
の
称
ゃ
れ
は
、
み
ず
か
ら
戸

を
出
し
て
t

な
え
る
も
の
で
あ
り
、
主体
性
が
ボ
め

ら
れ
ま
す

.

救
い
の
h

は
、
h
H
分
で
な
く
、
す
べ
て

の
も
の
を
生
か
そ
う
生
か
そ
う
と
す
る
大
下
山
の
大

い
な
る
い
の
ち
の
働
き
(
無
批M
仏
)
か
ら
う
え

-b

れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
大
い
な
る
い
の
ち
の

h
で

救
わ
れ
た
い
と
願
う
心
は
主
体
的
な
も
の
で
あ
り
、

上
刊
を
出
し
て
念
仏
す
る
う
ち
に
は
川
わ
れ
て
い
き
ま
す

。

九
日
分

、

て
れ
分
を
救
お
うt
し
で
も
政
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

。

れ
分
の
い
の
ち
の
似
倣
と
も
い
う

べ
き
大
い
な
る
い
の
ち
の
働
き
か
ら
h
e

い
た
だ
く

ほ
か
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
ζ

で
は
状
わ
れ
た
い
と

願
う
心
令
ひ
た
す
ら
念
仏
す
る
ト
し
体
れ
が
ぶ
め
ら
れ

ま
す
。

法
然
l

人
が
、
品
鈍
のμ
切
と
な
っ
て
ひ
た
す

ら
念
仏
せ
よ
と
代
え
ら
れ
た
の
は
、
し
体
竹
そ
も
っ

て
散
雌
に
心
を
附
け
t

紋
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し

ょ
う
.

こ
ぎ
か
し
く
知
咋
酬
を
ひ
れ
き
し
て
a
H分
を
飾

り
た
て
る
の
で
は
な
く
、
念
仏
に
よ
っ
て
仏
と
り
川
下
川

し
、
附
か
れ
た
自
己
と
し
て
大
い
な
る
い
の
ち
に
乍
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か
さ
れ
て
生
き
る
存
び
ぞ
味
わ
い
、
な
さ
い
と
い
う
教

え
で
は
な
い
か
t

思
い
ま
す
。

法
然
上
人
は
「
川
か
げ
の
い
た
ら
必
さ
と
は
な
け

れ
ど
も
な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」
と
杭
わ
れ
ま

し
た
。

仏
の
教
い
を
川
の
光
に
た
と
え
て
川
の
光
は

E

こ
に
で
も
降
り
そ
そ
い
で
い
る
が
、
そ
れ
を
仰
い

で
な
が
め
よ
う
と
す
る
人
に
だ
け
川
の
光
は
感
じ
ら

れ
る
の
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す。
月
を
仰

寸
よ
う
に
仏
を
仰
ぎ
、
す
べ
て
の
人
を
救
守
フ
救
お

う
と
な
さ
る
仏
の
ぷ
姦
を
よ
抗
に
、
主
体
的
に
受
け

ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
も
の
で
す。

念
仏
の
教
え
は
主
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
か
ら

教
義
を
お
し
つ
け
ら
れ
た
り
、
説
併
さ
れ
て
身
に
つ

り
て
い
く
も
の
で
む
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
た
す
ら
仏
t

対
日
す
る
念
仏
に
よ
っ
て
心
が
め
ざ
め
、
仏
の
導
き

に
よ
っ
て
肉
分
の
生
き
る
道
を
見
い
出
し
て
い
く
も

の
で
す
。

先
に
述
べ
た
飲
酒
の
是
非
を
問
う
問
先
け
に
お
い
て

も
、
H.

4
H什
は
作
れの
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
し
た。

れ
ら
選
ん
だ
泊
は
、
血
少
む
ぷ
欲
舎
も
ち
ま
す
。

そ
れ

が
正
し
け
れ
ば
れ
伝
を
も
っ
て
進
む
で
し
ょ
う

。

も

し
品
っ
た
道
合
選
択
し
た
場
合
で
も
、
此
少
ん
で
み
る

こ
t

で
ぷ
り
を
み
つ
り
、
れ
ら
の
な
忠
で
正
し
い
店

向
へ
転
換
す
る
で
し
ょ
う
・

そ
れ
に
対
し
、
他
か
-
b強
制
さ
れ
て
主
体
性
を
も

た
な
い
生
き
万
を
す
る
t

き
は
、
正
し
い
道
も
，
制
極

的
に
進
め
ず
、
誤
っ
た
道
で
あ
っ
て
も
そ
れ
に
気
付

か
な
い
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う。
主

体
的
に
生
き
、
選
択
す
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
た
法

然
k

人
の
お
心
も
こ
、
』
に
あっ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

上
人
御
h
H
h好
が
、
仏
法
を
よ
く
よ
く
や
ん

だ
う
え
で
、
山
川
迅
門
を
品
川
て
作

k

門
を
選
択
さ
れ
ま

し
た
。

よ
地
択
本
願
念
仏
作
品
に
も
「
選
ぶ
」
と
い
う

-F

H
焦
が
何
度
も
山
て
ま
い
り
ま
す。

念
仏
は
仏
と
の
対
話
で
あ
り
、
い
の
ち
の
桜
蝦
(
無

ハ
恩
師
ガ
仏
)
と
の
対
話
を
通
し
て
、
仏
法
t
o

己
の
、
巨

体
性
に
め
ぎ
め
て
い
く
道
で
す。
法
然
上
人
は
、
「
念

仏
将
は
成
に
頼
ら
な
い
」
と
必
か
れ
ま
し
た。
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
ぷ
昧
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

成
は
外
か
ら
働
き
か
け
て
人
の
行
動
を
作
す
る

20 



必然し人の対I~!íの.JIil~1ニ・字ぷ

も
の
で
す
。

念
仏
は
内
か
ら
自
発
的
に
仏
と
対
話
し
、

仏
法
と
主
体
性
に
め
ざ
め
て
い
く
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
戒
に
頼
っ
て
外
か
ら
律
し
な
く
と
も
、
ひ

た
す
ら
念
仏
巾
す
人
は
仏
法
と
主
体
性
に
め
ざ
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
倫
理
的
な
行
動
が
と
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
洞
ぞ
飲
ん
で
は
い
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
問
に
、

「
い
け
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
の
は
、
五
戒
の
一
つ
「
f
小

飲
柄
」
ぞ
説
く
こt
に
な
り
ま
す
。

法
然
t

人
は
そ

の
よ
う
じ
は
お
答
え
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戒
仁

頼
ら
な
く
て
も
倫
理
的
に
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
と
願
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
も
引
実
を

し

っ
か
り
ふ
ま
え
て
の
行
動
で
す。
「
こ
の
世
の
な
ら

い
」
と
し
て
飲
む
人
も
多
い
こ
と
を
知
っ
た
上
、
て
、

主
体
的
に
仏
法
に
生
き
る
人
と
な
っ
て
欲
し
い
と
い

う
願
い
を
も
た
れ
た
の
で
は
な
い
、
で
し
ょ
う
か
。

ひ

た
す
ら
念
仏
中
す
人
に
は
、
そ
れ
を
や
り
過
す
勇
誌

が
仏
か
ら
与
え
ら
れ
る
、
』t
も
よ
く
御
存
知
で
あ
っ

た
か
ら
、
「
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け
れ
ど
」
と

い
う
よ
う
に
あ
る
べ
き
姿
ぞ
お
示
し
に
な
ら
れ
た
と

信
じ
ま
す
。

* 

本

* 

い
ま
、
時
代
は
大
き
く
転
換
し
よ
うt
し
て
い
ま

す
。

法
然
t

人
の
時
代
も
、
古
代
か
ら
中
附
へ
の
大

転
換
期
で
し
た
。

現
代
は
近
代
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

へ
の
大
転
換
期
で
す。

こ
う
し
た
転
換
期
の
仏
教
伝

道
は
平
生
と
違
っ
た
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
す。

法
然
上
人
の
寸
対
話
」
、
「
相
手
の
意
思
に
よ
る
選

択
」
、
「
観
念
で
な
く
呪
実
の
問
題
か
ら
の
出
発
」
は
、

現
代
の
教
化
仁
あ
た
る
私
述
仁
も
大
き
な
示
唆
と
な

り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
念
仏
と
い
う
仏
と
の

対
話
を
柱
と
す
る
信
仰
生
活
は
、
人
び
と
に
新
し
い

精
神
を
も
た
ら
す
原
動
力
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
時
代
を
拙
う
仏
教
教
同
と
し
て
、
私
達
の
使
命

は
ま
す
ま
す
竜
安
に
な
り
ま
す
。

法
然
上
人
が
そ
の

先
駆
者
で
あ
っ
て
く
だ
さ
る
・
』
と
を
大
き
な
喜
び
と

感
じ
、
日
々
の
勤
め
に
励
み
た
い
t

思
い
ま
す
。

(
な
ぐ
ら
ど

う
り
申

う

・
総
谷
大
学

品
開
綬)

2I 



御
法
語
に
聴
く

こ
の
た
び
ま
こ
と
に
先
立
た
せ
お
わ
し
ま
す
に
で

も
、
ま
た
お
も
わ
ず
に
先
立
ち
ま
い
ら
せ
候
事

に
な
る
、
さ
だ
め
な
き
に
て
候
と
も
、
つ
い
に

一
仏

浄
土
に
参
り
あ
い
ま
い
ら
せ
候
わ
ん
こ
と
は
、
疑

い
な
く
お
ば
え
候。

正
義
へ
っ
か
は
す
御
文

こ
の
伐
本
中
l

に
あ
な
た

今

が
丸
汀
た
れ
る
ニ
と
に
な

る
か
、
ま
た
、
思
い
も
よ
・
ら
ず
弘
が
光
咋
.
つ
こ
と
に

な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
川
じ
阿
弥
陀
さ
ま
の

お
品
げ
し
し
へ
往
生
し
て
そ
-
』
で
再
び
山
山
全
う

・
』t

は
、

疑
い
の
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
、
ま
す

倶
会
一
処



九
日
。

暑
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄
上
、
亡
き
愛
し
い
大
切
な

万
々
の
日
つ
お
作
上
を
必
い
勺
つ
、

よ
り
お
念
仏
に
拘
め
る
桃
仙
町
内
仰
が
や
っ
て

き
ま
す
。

法
然
卜
人
も
、
次
の
よ
う
な
お
日
焼
を
お
伝
え
に
な
勺
て
い
ま
す。

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄
し
は
内
五
に
あ
り
ま
す

日
没
の
H
灼
も
ま
た
川
門
店
で

す
。

で
す
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄
上
は
、
ま
さ
に
存
秋
の
彼
作
の
日
の
入
り

の
処
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
す

(ー

逆
修
説
法

こ
じ
日
)

そ
う
し
た
句
』
2
と
か
ら
、
お
彼
山-
H
t
v
』
詠
ん
だ
・
』
ん
な
旬
が
い

M
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

州
に
人
る

日
に
?
を
八
H
わ
す

皮
円
い
h
I
k

i
-
-
J
 

今
、
私
は
あ
る
研
究
会
の
.
は
と
し
て
、
終
本
則
似
械
な
ど
の
わ
帆
則
す
る
祈

た
な
社
会
問
題
に
対
す
る
仏
教
的
ア
フ
ロl
チ
を
求
め
て
学
ん
で
い
ま
す。
先

il1t'よ11に聡〈

日
、
そ
の
会
の
仲
間
と
末
以
都
郊
外
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
刊
行
訴
と
す
る
ホ
ス

ピ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

チ
ャ
フ
レ
ン
の
お
取
り
は
か
ら
い
で
タl
ミ

ナ
ル
則

(
余
命
し
ハ
ケ
ハ
以
内
と
い
わ
れ
る
)にあ
る

K
さ
ん
t

い
う
ご
い
剛
人
を

2J 



ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

最
後
に
私
は
、K
さ
ん
の
手
を
し
っ
か
り

24 

お
日
ん
俳
い
す
る
機
会
に
必
ま
れ
ま
し
た

。

K
さ
ん
は
、
同
十
代
か
ら
五
卜
代
と
忠
わ
れ
、末
期
の
肝
臓
ガ
ン
に
日
げ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

K
さ
ん
は
「
こ
ん
に
ち
は
、

お
待
ち
し
て
い
ま
し
た
」
と
優
し

く
お
だ
や
か
な
戸
、
て
私
た
ち
を
部
局
に
仰
い
て
ド
さ
い
・
手
品
し
た
。
お
見
舞
い
し

た
山v
l
H
は
た
い
へ
ん
気
分
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
身
体
を
織
に
な
さ
り
な
が

ら
も
、
病
気
の
純
粋
や
ホ
ス
ピ
ス
入
院
ま
で
の
経
過
、
人
ー
の
心
境
な
ど
を
泌
を

拭
い
な
が
ら
お
話
し
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。K
さ
ん
は
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
も
あ
り
、
人
1
の
れ
分
に
と
っ
て
宗
教
の
大
切
な
こt
を
も
語
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ニ
ト
分
ほ
ど
の
時
別
で
し
た
が
、
私
た
ち
に
す
べ
て
を
伝
え
よ
う
と
な

さ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

K
さ
ん
の
精
一
村
の
お
話
に
、
傍
ら
で
有
病
さ
れ
て

い
た
お
吋
さ
ま
が
心
配
さ
れ
て
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

t

何
度
も
た
し
な
め

と
似
性
り
、
け
に
た
ま
っ
た
泌
を
こ
ぼ
す
ま
い
と
し
て
「
必
ず
ま
た
仲
さ
ま
の
同

か
仏
さ
ま
の
同
て
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
パ
っ
て
部
屋
を
後
に
し
ま
し
た

。



側よ:元にl総〈

品
い
ベ
つ
O

〈

お
釈
迦
さ
ま
が
阿
苫
八
苫
の
小
に
〈
愛
別
離
苦
〉
を
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、

に
「
疑
い
な
さ
」
こ
と
な
の
で
す。

は
た
し
て
そ
の
再
会
は
、
ど
ん
な
川
会
い

25 

こ
の
惟
で
は
.
ど
ん
な
に
愛
し
い
大
切
な
人
と
も
必
ず
別
離
の

N

が
や
っ
て
き
ま

い
ち
ご
い
ち
え

す
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
〈一期
一
会
〉
と
い
う

一7
け
葉
に
託
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、

ご
U怖
を
唄
践
し
た
す
べ
て
の
五
々
と
の
出
会
い
を
、
生
慌
で

た
だ

一度
の
出
会
い
か
も
し
れ
な
い
t

受
付
と
め
て
、
そ
れ
を
大
切
に
し
な
り

れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、

お
経
の
小
に
は

〈
え
い
っ
し

ょ

〈
倶
会
一
処
〉
t 

，必 L 、

ずう
まよ
?こ "n
{只 i ら
にし

っ ぺ
の葉
処が

あ

り
ま
す
。

た
t

え
こ

の
欧
て
別
離
し
よ
う
と
も
、

す
な
わ
ち
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄
上

、

て
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、t
い

う
教
え
で
す
。

そ
し
て
そ
の
再
会
は
法
然k
人
の
口
頭
の
き
万
葉
に
あ
る
よ
う

な
の

、

で
し
ょ

う
か
。

阿
弥
陀
さ
ま
が
お
取
り
は
か
ら
い
し
て
下
さ
い
ま
す
の
、
て
、

あ
れ
こ
れ
と
思
い
煩
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。

K
さ
ん
と
の
師
会
も
ま
た
、

き

っ
t
H
糸
附
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
t

、

で
し
ょ
う

。

K
さ
ん
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン



で
す
か
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
州
む
の
彼
げ
か
ら
川
さ
ま
の
.
大
川
ま
で
本
敵
な
抗

で
も
掛
け
て
ド
さ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん@

蓮2 か
のし
J."型、

口，_ -
ぞ(-

て

以
後
に
弘
然
ト
一
人
の
次
の
お
駄
を
お
伝
え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

a' 
小
路
の
身
は

市
・
え
品t
も

心
は
お
な
じ

J 古

!?2 
2 振
る
信
頼

合
'I'f~ 

(
浄
土
宗
帥
励
会
研
究
踊
研
究
員

・

純
白

g
m
}

浄
土
宗
法
衣
専
門

古
島
陰
ゑ
洛

有限
会社
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山
円
か
ら
金
堂
を
温
む
。
。
道
左

右
に
は
い
く
つ
も
の
沼
蹟
ガ
あ
っ

芝
ガ
、
廃
H
出
回
回
目
帆
で
マ
ベ
て
自
助
号
、

・
8
も
遭
世
間
さ
せ
ら
れ
疋

r. +IJを ioIJねる

A
K川

一
の
フ
ド
ウ
と
桃
の
山
地
と
し
て
知
ら
れ
る
山
梨
川
町
の
県
庁
所
作
地
、

叩
附
の
駅
に
は
阿
り
か

J
っ
た
・

4

以
祈
宿
駅
か-
b特
急
で
お
よ
そ
一川
川
巾1
、
あ
っ

と

い
け
う
削
だω

ホ
ー
ム
の
名
所
案
内
に
は
叩
型
汗
光
守
と
、
武川
神
札
の
文
んf

が
。

人t
M
は
そ
う
、
戦
川
武
将
の
鋭
、
武
川
口
五
ゆ
か
り
の
詩
光
与
を
，
d
ね
る
。

中
山
川
駅
か
ら
身
延
線
に
乗
り
継
ぐ
。
一
一
ワ日
の
駅
が
「
汗
光
寺
」
と
い
う
私

的
の
駅
だ
。
無
人
駅
の
階
段
を
降
り
るt
そ

ζ

の
住
所
は
d
H
光
寺
町
。
。
正
日
山

速
く
に
山
門
が
比
え
る
参
道
仁
出
て
歩
く
こ
t

お
よ
そ
5

分
。
巾
州
持
光
寺
の

石
油
阿
を
前
に
堂
々
た
る
山
門
が
そ
び
え
て
い
る
。
年
間
丘
ト
.
力
人
近
い
参
持
容

の
れ
家
則
市
・
や
観
光
パ
ス
の
た
め
の
広
い
駐
車
場
が
山
門
わ
き
に
広
が
る
。

山
門
伝
く
ぐ
る
と
境
内
の
参
片
山
が
続
〈
。

ト
江
・
山
れ
か
ら
松
の
枝
が

A取
り
出
し
て

い
る
。

y
t而
の
全
ゃ
い
(
本
常
}
は
東
要
文
化
財
だ
が
、
ニ
の
川γ札
汗
光
与
を
支

え
て
き
た
数
限
り
な
い
じ
朽
や
何
代
も
の
仕
臓
が
守
り
軌
け
た
全
品
川
で
あ
る

こ
の
全
快
の
前
身
の
辿
物
は
剖
伐
の
長
野
の
押
光
与
の
本wvー
を
川
挫
し
た
時
の

T

本
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、
京
日
-
r
F
ー
で
は
、
そ
の
民
軒
、
い
桜
山
光
e
J

の
全
叫

に
次
向
、
大
き
さ
のl
H他
策
で
あ
る@

さ
て

i
い
出
の
杭H光
与
の
名
山
川
が
山
た
が
、
こ
の
叩
槌
の
押
光
ふ
(
山
け
は
ん
必

制
山
)
と
い
濃
の
符
光
守
は
川
は
か
ら
ぬ
E

・
5

か
、
%
に
川
怖
い
附
係
に
あ
る

そ
し
て
こ
の

で
つ
の
汗
光
h
J
K
Tつ
な
?
の
か
、
戦
川
時
代
に
叩
乱
の
川
は
も
と

よ
り
、
小
部
、
北
陸
、
問
点
の
一
部
を
ふ
く
む
氷
川
他a

の
領
M
を
制
定
し
た

29 
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甲府駅のJI~tに位置写る武田御率I。武田氏の居館榔である

武
m
的
信
こ
と
、
武
川
信
玄
な
の
で
あ
る。

叩
斐
の
武
刊
と
越
後
の
上
杉
、
こ
の
同
お
が
激
突
し
た
の
が
川
小
品
の
合
戦

だ
が
、
こ
の
介
戦
は
歴
史
小
説
の
格
好
の
よ
材
、
で
、
い
く
つ
も
小
説
と
な
っ
て

い
る

。

小
説
と
な
る
と
掠
々
な
脚
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
が
、
変
わ
ら
な
い
の
は

作
戦
の
場
と
な
っ
た
川
中
お
と
、
武
悶
氏
が
上
杉
氏
そ
破
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

合
戦
場
近
く
の
信
濃
持
光
寺
に
伝
広
が
願
ぞ
か
け
、
そ
の
や
汗
光
寺
の
本
尊
が
戦

火
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
甲
斐
の
国
へ
移
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

し
か
し
あ
ま

り
詳
し
く
は
語
ら
れ
な
い
の
が
、
信
広
が
信
油
断
普
光
寺
の
本
尊

E

こ
ろ
か
、
そ

の
他
数
多
く
の
寺
山
友
や
内
時
の
住
職
や
糊
担
ま
で
も
庇
護
し
、
移
住
さ
せ
た
こ

t

で
あ
る
。

甲
歩
合
点
u
光
寺
の
現
性
職
、
第
ヒ
ト
一
川
町
、
然
持
法
人t
人
の
叩
斐

喜
光
寺
小
史
(
『
甲
斐
善
光
寺
』

収
録
)
の
一
節
を
抜
粋
し
て
み
よ
う。

「
1

前
略
1

天
文
二
卜

二
年
(
一
五
五
三
)
八
日
武
田
上
杉
両
市
は
信
濃
川
小

品
で
雌
雄
守
決
す
るt
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
史
上
有
名
な
川
小
品
の
合
戦

の
は
じ
め
で
あ
る
。

t

こ
ろ
が
こ
の
川
小
・
お
は
普
光
寺
・
巾
「
(
長
野
杭
地
)
の
中

央
に
位
置
す
る
た
め
帯
光
寺
と
距
離
的
に
近
接
し
、
し
か
も
善
光
寺
磁
の
域
山

は
陣
ぞ
構
え
る
の
に
絶
好
の
地
で
も
あった
。

そ
こ
で
信
玄
は
汗
光
寺
が
兵
火

に
か
か
る
の
を
恐
れ
、
本
尊三
同
伝
米

一光
三
掠
の
阿
称
向
如
来
(
持
光
寺
如

米
)
を
は
じ
め
と
す
る
諸
仏
寺
山
雫
類
を
佐
久
郡
楠
山
村
(
ね
つ
む
ら
)
に
移
し

た
。

弘
治

一バ
年
(

一
丘
瓦
五
)
の
こ
t

、
で
あ
る。

こ
の
年
の
ヒ
川
か
ら
始
ま
っ



ft~IJ合訪ねる

た
二
度
H

の
川
巾
・
品
一
作
戦
は
織
烈
ぞ
極
め
、
つ
い
に
八
日
八
日
上
杉
軍
の
本
拠

地
と
な
っ
て
い
た
苔
光
寺
は
炎
上
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

。

こ
の
後
弘

治
三
年
に
も
三
度
日
の
叩
越
市
の
衝
突
が
起
こ
っ
た
た
め
、
信
玄
は
安
全
な
州
場

所
に
抗
日
光
寺
如
米
守
奉
還
す
る
こ
と
を
決
立
す
る
に
至
り
、
持
光
寺
創
立
の
大

H
-郎
本
川
書
光
(
よ
し
み
つ
)
公
非
送
の
地
に
し
て
芹
光
墳
長
の
旧
跡
た
る
、

如
来
宿
縁
の
地
、
こ
こ
板
町一
の
郷
を
そ
の
地
と
定
め
た
の
で
あ
る。

時
に
永
u
m-rル
年
二
五
五
八
)
、
信
玄
は
木
喜
智
光
年
如
米
そ
の
他
諸
仏
ヰ
ザ

{
F

什
器
類
並
び
に
みH
光
ト
ザ
大
本
願
第三
卜
じ
世
鏡
宅
知
日
冠
(
き
ょ
う
く
う
ち
か

ん
)
上
人
(
浄
上
京
)
以
ド
悦
佑
吹
衆
に
モ
る
ま
で一
山
患
く
れ
い
濃
よ
り
迎
え

る
t

い
う
大
事
業
仁
芥
下
し
た。

ー
後
略
i
L

歴
史
小
説
に
は
こ
こ
ま
で
の
訴
は
出
て
こ
な
い。
ど
う
し
て
も
合
戦
や
凶
取

り
仁
川
が
向
い
て
し
ま
う
の
は
作
家
の
市
で
あ
り
、
そ
の
似
・
民
に
は
刑
法
れ
で
あ

る
わ
れ
わ
れ
が
合
戦
や
同
取
り
と
い
う
ド
ラ
マ
ぞ
併
む
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し

腔
史
を
ゆ
っ
く
り
振
り
返
る
と
、t
く
に
戦
闘
時
代
の
武
将
は
神
仏
、
と
く
に

仏
を
そ
の
心
の
拠
り
所
に
し
て
い
る
こt
が
少
な
く
な
い。

戦
て
数
知
れ
ぬ
人

の
命
を
奪
う
の
で
あ
る
、
そ
の
心
中
を
察
す
れ
ば
、
仏
を
拠
り
所
に
す
る
の
は

む
し
ろ
れ
然
な
・
』
ー
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

信
玄
の
好
敵
手
、
で
あ
っ
た
上
杉
謙
信
は
林
容
手
と
い
う
浄
上
京
の
守
に
深
く

帰
依
し
て
い
て
、
上
杉
氏
が
そ
の
後
米
沢
へ
移

っ
た
後
も
そ
の
信
心
は
変
わ
る

Jl 



)2 

こ
と
が
な
か
っ
た
。

ま
た
比
以
山
全
焼
ち
打
ち
し
た
仙
川ph
Hは
怖
か
に
官
仁

川
峨
の
足
ト
に
作
京
派
合
ま
と
め
た
与
全
盛
~
弘
、
ぷ
仏
会
ま
と
め
て
れ
ら
の
ド
に

お
い
た
が
、
そ
れ
で
も
舷
阜
の
l
k・
以
川
の
民
悩
ケ
にk
m
Mと
t

も
に
脳
っ
て
い

る
号
え
て
み
れ
ば
戦
場
は
も
と
よ
り
、
附
峨
に
い
て
も
い
つ
捜
摂
さ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
附
代
で
あ
る。

武
将
た
る
も
の
、
い
つ
も
.
化
と
陥
か
わ
せ
、
い
や

が
お
う
で
も
一
化
に
向
か
い
合
わ
ざ
る
を
仰
な
い.

そ
れ
だ
り
に
念
持
仏
(
ね
ん

じ
ぷ
つ
)
と
し
て
仏
保
を
近
く
に
此
く
こ
t

も
多
い
。

先
川
り
で
徳
川
家
肢
の

念
持
仏
、
勝
山
川
・
一不
動
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
な
ど
は
い
い
例
だ
ろ
フ
。

お
そ
ら

く
全
凶
の
す
に
は
外
地
で
川
を
治
め
た
瓜
将
の
守
り
本
怖
や
、
帆
で
の
勝
利
金

祈
制
し
た
仏
仰
が
あ
ま
た
伐
さ
れ
て
い
る
に
迎
い
な
い
。

た
だ
武
将
の
死
生
観
は
禅
宗
と
相
通
じ
る
よ
う
で
、
伝
・
ゑ
の
お
膝
ド
の
叩
州

に
も
W
・
刷
川
市
、
臨
済
不
の
お
与
が
多
く
、
令

a

Aマ
院
の
わ
ハ
川
口
ー
が
州
川
市
の
主
で

あ
る
。

ち
な
み
に
叩
北
杭
光
与
の
あ
る

d
H光
寸
々
町
の
崎
町
も
臨
消
以
の
与

の
名
を
と
r

て
均
点
光
寺
e
町
と
い
う
。

戦
場
を
駅
け
巡
る
バ
将
が
抑
与
の
・
妊

に

一
人
件
む
日
以
色
は
想
像
に
難
く
な
い
。

信
玄
の
芹
徒
庁
は
山
裂
の
出
山
市
に

あ
る
忠
林
'
J
{え
り
ん
じ
}
だ
が
、
-
』
こ
も
臨
済
(
ぷ
の
主
で
あ
る

さ
て
、
日
京
を
川
水

-

と
す
る
叩
斐
汗
光
与
に
い
濃
か-
b
m
H
光
ト
サ
如
米
がw
付
さ

れ
た
の
だ
か
、
そ
の
後
も
こ
の
本
停
は
じ
長
、
山
氷
山
、
問

M
U
秀
守
口
に
よ
っ
て
谷

地
を
恥
々
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
も
こ
の
与
尊
、
一光
三
昧
阿
弥
陀



r.~IJ令Jみねる

定額山普光寺第七十一t位、吉原治人住鴎

定籾儀式の阿甥l吃三尊像、 a軍要文化財だ
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来
年
一
斉
の
鴨
緑
と
忽
る
@
圏
直
、
甲
斐
の
盤
光

z
vと
飯
田
の

一
元
曾
光
寺
の
園
田
開
般
の
チ
ラ
シ

34 

如
水
、
別
名
汗
光
有
如
水
は
山
'
Mか
ら
伝
わ
っ
た
午
身
の
仏
t

し
て
多
く
の
伝

説
を
践
す
仏
な
の
で
あ
る
。

「
牛
に
曳
か
れ
て
汗
光
寺
」
は
有
名
だ
が
こ
の
仏
に

は
こ
う
し
た
い
く
つ
も
の
物
d
り
が
あ
る

。

そ
の
仏
の
由
緒
を
記
し
た
い
作
光

手
如
水
蝕
起
が
ぬ
数
伝
わ

っ

て
い
る
が
、
こ
の
研
究
の
一
線
で
川
W
す
る
う

ち
の
.
人
が
尖
は
、
第
じ
l

一
併
の
古
川
出
払
人
し
し
人
伝
の
で
あ
る

L
H版
仕
臓
は
昭
和
刊
h
ハ
ト，
d
，
、
z
・
ト
一
.
棋
のι
さ
で
こ
の
L
r
H
利
を
出
か
る
こ

t

仁
な
っ
た
。

生
ま
れ
は
祖
父
で
あ
る
先
々
代
が
こ
の
甲
斐
善
光
寺
と
と
も
に

住
職
を
し
て
い
た
ポ
爪
之
に
あ
る
常
行
院
。
こ
の
々
は
か
つ
て
は
浄
ぶ
一
.
小
大
本

山
柄
上
斗
の
は
引
凶
で
あ
っ
た
与
で
あ
る
小
学
校
問
q

の
時
に
米
政
て
叩
府
へ

移
り
作
叫
ん
だ
の
だ
が
、
ま
だ
之
に
い
る3
品
凶
か
ら
肌
吋
に
「
あ
な
た
は
め
ー

に
な
り
な
さ
い
」
と
パ
わ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
そ
の
パ
集
泊
り
予
行
の
泊

三
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
白
ら
が
選
ん
だ
道
だ
が
、
早
稲
間
大
学
の
教
打

山
下
部
で
同
文
学
を
学
ん
だ
あ
t

同
大
山γ
←
八
学
院
で
点
庁
折
口
学
を
山
下
ぴ
、
川
切
化
は

川
本
思
想
史
と
仏
教
学
を
川
大
山
一
f
大
川f
院
で
教
え
て
い
る
。

週
.
け
は
叩
山
川
か

-
b
u
r
稲
川
へ
、
h

ハ
コ
マ
の
校
本
を
ニ
な
す
上
け
は
も
ち
ろ
ん
の
令
、
千
円
も

こ
の
よ
う
に
忙
し
い
が
、
制
川
京
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
州
h
uさ
せ
て
い
る
。

ル
川

第
三
日
陥
の
早
朝
に
は
念
仏
と
法
話
の
集
い
を
持
ち
、
現
在
は
寺
を
地
域
に
よ

り
聞
か
れ
た
も
の
に
す
る
よ
う
・
相
伝
徒
人
伝
も
建
設
中
だ

u

人
以
仕
臓
に
な
ぜ
日
本
思
想
史
を
遊
ば
れ
た
の
か
附
い
て
み
た

。
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「
n

本
人
と
し
て
の

n

分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
つ
け
出
し
た
か
っ
た
か

ら
で
す
」
と
即
位H
し
て
く
れ
た
。
n

本
思
忠
史
の
小
で
も
院
政
期
が
山
中
門
で
、

こ
の
時
代
は
様
々
な
日
本
思
想
が
発
露
し
た
時
代
だ
と
い
う
。

「
時
代
の
曲
が
り
角
の
人
物
は
耐
円
い
で
す
。E
ん
な
に
レ
4
能
が
あ
っ
て
ち
干

時
、
て
は
内
も
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
物
が
、
そ
う
い
う
時
に
は
た
く
さ
ん
般
に

出
て
米
る
」

話
ゐ
正
し
て
み
る
と
実
成
で
、
ま
さ
に
学
計
ぜ
ん
と
し
て
い
る
。
取
材
に
備
え
、

多
く
の
資
料
全
川
立
し
て
レ
た
だ
い
た
が
、
同
文
学
附
係
の
雑
誌
に
よ
く
阪
航

ぞ
依
頼
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
執
事
テ
ー
マ
を
比
る
と
先
の
院
政
則
の
テ

ー
マ
が
多
い
が
、
d
H光
寺
縁
起
。
ゃ
。
訟
は
弘
ん

h
J信
仰
と
天
去
。
と
い
っ
た
テ
ー

マ
も
い
く
つ
も
見
受
け
ら
れ
た
。

7
dを
聞
く
と
、
一
平
成
瓦
年
・
に
先
日
必
し
た
全
開

設
H
光
寺
会
の
副
会
長
も
努
め
て
お
り
、
長
野
、
で
汗
光
与
紘
起
関
係
の
講
演
を
何

度
か
し
た
t

い
う
。

さ
て
、
Z
H
光
寺
鯨
起
』
の、E
役
は
も
ち
ろ
ん
本
尊
=一同
伝
米
一
光

一-
一
体
の
州

弥
陀
如
米
(
持
光
午
如
米
)
で
あ
り
、
そ
の
阿
弥
陀
如
米
を
附
一
に
山
し
、

の
も
t
t

な
っ
た
本
出
汗
光
公
で
あ
る
。

‘
』
こ
で
そ
の
如
米
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
こ
う
な
る

。

イ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
米
た
n

本
初
の
仏
で
あ
り
、

わ
ず
す
べ
て
の
人
に
帳
架
托
生
を
約
束
し
、

与
名

し
か
も
生
身
。
ウ
ポ
派bz問

と
く
に
次
人
救
済
の
仏t
し
て
名

35 
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尚
い

。

多
く
の
名
僧
や
武
将
に
崇
敬
さ
れ
、
戦
同
時
代
は
各
地
全
転
々

t

し
た
。

か
つ
て
は
出
開
帳
と
・

J
パ
っ
て
、
全
凶
作
地
、
て
開
帳
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ

た
。

ま
た
そ
れ
を
紘
に
芹
光
寺t
い
う
お
キ
が
い
く
つ
も
佐
江
さ
れ
た。
し
か

し
信
濃
の
本
尊
は
絶
対
秘
仏
で
あ
り
引
在
は
前
立
本
停
が
じ
年
に一度
開
帳
さ

れ
る
だ
け
で
あ
る
。

-
と
、
少
乱々
殺
だ
が
、
ニ
う
い
う
仏
さ
ま
な
の
で
あ
る。
そ
し
て
こ
の
巾
斐

浮
光
寺
に
は
そ
の
本
尊
の
的
立
仏
が
本
尊
と
し
て
伐
る
ほ
か
、
信
州
か
ら
伝
立

が
移
し
た
多
く
の
b
J
tが
伐
っ
て
い
る
0

・
本
尊t
僧
仲
間
は
戻っ
た
が
、
ト
メE
は

叩
斐
の
同
に
残
さ
れ
た
の
だ。

寺
山
ぷ
は
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
で
制
介
す
る
が
、
本
中
ー

に
立
毛
な
品
々
が
胤
ポ
さ
れ
て
い
る
。

全
凶
汗
光
年
会
ぃ
下
務
局
の
調
べ
に
よ
るt
全
同
に
忠
光
年
関
係
施
設
は
五
行

一
下
.
あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
の小
、
て
もこ
の
叩
斐
許
光
寺
は
伝
議
汗
光
ト
ヴ
に
次

介
、
名
利
だ
。

米
作
か
ら
は
伝
波
書
光
与
と
信
州
飯
川
に
あ
る
元
舟
光
寺
と
と
も

に
本
体
を
じ
年
の
一
度
の
御
附
帳
と
す
る
子
定
だ
が
、
叩
を
汗
光
年
の
本
尊
は

米
年
の
開
帳
が
な
ん
と
八
卜
年
ぶ
り
の
附
帳
t

な
る
。

平
成
九
年
四
月
六け
か

ら
瓦
川
一
ニ卜
一
日
ま
で
の
三
か
じ
ザ
そ
ろっ
て
の
開
帳
と
な
る
の
だ
が
、
お
そ
ら

く
全
同
か
ら
の
参
ノ
作
存
で
、
』
の
境
内
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
三

(
ル

ポ
ラ

イ

?
l



詰
問

教仏~ 
吊日

イ
ン
ド
で
は
吹
奏
楽
器

の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
今

日
で
も
南
洋
の
原
住
民
の
問
で
は
楽

総
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
古
く

は
漁
場
で
の
合
図
に
こ
れ
を
用
い
た

り
、
人
を
集
め
る
の
に
用
い
た
り
し

ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ト
で
は
戦
織

で
こ
れ
を
吹
い
て
出
撃
の
合
図
に
用

い
た
り
し
た
よ
う
で
、
日
本
で
も
昔

、
ゆ
A

は
軍
隊
で
の
合
図
に
用
い
、
陣
良
と

呼
ん
で
い
ま
し
た

仏
教
で
は
、
螺
良
を
吹
く
こ
と
を

仏
の
脱
法
に
憶
え
て
、
中
国
の
翻
訳

者
は
法
蛾
と
訳
し
た
の
て
す.

一
般
に
は
仏
が
説
法
す
る
ニ
と
を
、

「
か
れ
の
い
う
二
と
は
、
い
つ
も
ホ

ラ
ば
っ
か
り
で
信
用
で
き
な
い
ヨ
」

と
か
「
大
ポ
ラ
を
吹
く
」
な
ど
と
よ

く
使
わ
れ
る
、
二
の
，
ホ
ラ
・
も
、

や
は
り
仏
教
か
ら
出
た
』
葉
で
す
.

広
辞
苑
に
も
「
法
蛾
貝
の
略
、
お

お
げ
さ
に
い
う
こ
と
で
た
ら
め
を

い
う
こ
と
」
と
出
て
い
ま
す。

こ
の

法
螺
貝
と
い
う
の
は
、
本
来
鰻
貝
と

い
う
の
が
正
し
い
そ
う
で
、
法
餓
貝

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

中
国
で
で
き
た
漢
訴
仏
典
か
ら
の
よ

う
で
す

崎
明
貝
は
、

尽

都

千
年
の
歴
史
に

育
ま
れ
た
巧
み
の
技

京
仏
壇
. 
悌
具
は
当
店
に

MM

法螺⑮
ム
ハ
一
五

τ

ほ
令
旬
、

転
法
絵
、
す
な
わ
ち
教
法
の
輸
を
転

か
す
と
か
、
掛
子
晩
、
す
な
わ
ち
ラ

イ
オ
ン
の
透
飢
え
と
か
の
表
現
を
も

っ
て
喰
え
て
い
ま
す
こ
れ
ら
と
同

織
に
、
大
法
織
を
吹
く
と
い
う
の
も
、

仏
の
説
法
の
喰
え
と
し
て
用
い
て
い

る
の
で
す

，

お
そ
ら
く
「
釈
迦
の
よ
う
な
え
ら

ぶ
っ
た
お
説
教
を
す
る」
と
い
う
意

味
が
も
と
も
と
の
意
味
で
し
ょ
う
が
、

ぞ
れ
が
「
大
げ
さ
な
言
葉
を
い
うL

の
恵
味
に
代
わ
り
、
さ
ら
に
「
ウ
ソ

を
つ
く
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う

(~ら側窓 (株)
o 0 ι 
七七 ~
.1i五 -J 京

i i j掌 雲禁
一一 極右
?四 法 要 E
ミミ 衣 喜
五六 七
言八 {弗 四

目
・7て

店
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外
国
は
結
構
旅
行
し
て
歩
い
た
が
、
外
国
で
生
活

し
た
と
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
れ
る
。

し
か
し

生
活
し
た
時
期
と
環
境
が
、
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
。

西
麿
で
い
う
と
、
最
初
が1
9
4
9

年
か
ら
臼
年
、

日
本
が
敗
戦
し
て4
年
目
で
あ
る
。

次
が
|
9
5
8

年
か
ら
1
9
6
2

年
、
ま
た
米
ソ
冷
戦
の
真
つ
最
中

で
、
ア
メ
リ
カ
は
軍
備
拡
張
で
潤
っ
て
い
た。

そ
し
て

3

回
目
が
現
在
で
、1
9
9
6

年
の
今
年

4
月
か
ら
ハ
ワ
イ
開
教
区
総
監
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
州

の
ホ
ノ
ル
ル
浄
土
宗
別
院
に
駐
在
し
て
い
る
。

第
一
回
目
は
留
学
生
、
第
二
回
目
も
留
学
生
で
出

発
し
た
あ
と
商
社
マ
ン
に
変
身
、
そ
し
て
第
三
回
目

の
現
在
は
僧
侶
て
あ
る
年
齢
も
最
初
は
+
九
歳
か

ら
二
十
歳
台
の
前
半
、
次
が
ニ
+
歳
台
後
半
か
ら
三

十
歳
台
前
半
と
い
う
世
代一

そ
し
て
い
ま
は
満
六
十

六
と
い
う
年
齢
だ

一

第
二
次
大
戦
の
戦
勝
国
で
最
盛
期
の
ア
メ
リ
カ
か

ら
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
傷
つ
い
た
ア
メ

リ
カ
、
そ
し
て
も
う
対
等
に
敵
対
す
る
国
が
無
く
な

っ
た
が
、
貿
易
と
財
政
赤
字
に
端
ぐ
ア
メ
リ
カ
生
活

を
、
い
ま
私
は
体
験
し
て
い
る

1
9
5
0

年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
だ
黒
人
に
対

す
る
差
別
が
厳
然
と
あ
っ
た
。

し
か
し
全
般
的
に
は

お
お
ら
か
な
風
情
が
あ
っ
た
私
は
も
う
亡
く
な
っ

た
吉
田
茂
と
い
う
総
理
大
臣
か
外
務
大
臣
で
あ
っ
た

頃
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
、
記
念
に
保
存
し
て
あ
る
。

ナ

ン
バ
ー
は
4
3
7

番
て
、-
9
4
9

年
(
昭
和M
年
)

7

月
初
日
の
発
行
で
あ
る。

私
が
留
学
生
と
し
てl
年
近
く
過
ご
し
た
南
部
の

ア
|
カ
ン
ソ

l

州
は
、
黒
人
人
口
が
白
人
を
上
回
っ

て
い
た
。

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
公
共
の
場
所
は
、
白
人

と
黒
人
用
に
分
け
ら
れ
、
人
種
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
と

普
か
れ
た
入
国
許
可
証
を
持
つ
私
は
、
「
黒
人
は
後
部

か
ら
乗
車
」
と
.
か
れ
た
パ
ス
や
、
「
白
人
専
用
」
と

明
記
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
出
入
口
で
、
ウ
ロ
ウ
ロ

し
た
も
の
だ
っ
た

し
か
し
後
部
か
ら
乗
車
す
る
と
、
前
へ
座
れ
と
い

わ
れ
た
り
、
「
白
人
専
用
」
と
骨
脅
か
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

に
入
っ
て
も
、
何
も
い
わ
れ
な
か
っ
た。

そ
こ
で
三

省
堂
の
辞
書
に
黄
色
人
種
と
で
て
い
る
モ
ン
ゴ
リ
ア

ン
は
、
白
人
の
部
額
に
は
い
る
の
か
と
、
ず
い
ぶ
ん

長
い
間
疑
問
に
思
っ
た

こ

れ
は
後
日
他
の
留
学
生
と
話
し
合
っ
た
と
き
、

39 
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結
局
黄
色
人
種
は
黒
人
て
は
な
い
と
、
簡
単
に
考
え

れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
句
分
か
っ
た

『

し
か
し

当
時
ア
メ
リ
カ
の
入
国
許
可
証
に
、R
A

C
E

と
い

う
人
種
欄
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
少

な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
い
え
ば
い
ま
、
「
非
住
居
者
」
と
讐
い
て
あ
る

ゲ
ー
ト
か
、
1
9
6
0

年
代
の
空
港
で
は
A
L
L
­

E
N
(
異
邦
人
〉
と
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
者

も
、
少
な
く
な
っ
た
だ
ろ
う
ま
っ
た
く
現
代
は
急

速
に
変
化
し
て
い
る

ア
ー
カ
ン
ソ
|
州
生
活l
年
後
、
中
西
部
と
い
わ

れ
る
ミ
ズ
|
リ

州
の
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
い
う
市
に
あ

る
州
立
大
学
に
転
学
し
た。

こ
の
と
き

か
ら
3

ヶ
月

も
あ
る
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
、
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
働
き
に
で
た-

貧
乏
学
生
の
当
時
、
交
通
機
関
は
友
人
の
自
家
用

車
に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
を
払
っ
て
同
乗
さ
せ
て
負
う
か
、

グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
・

パ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
だ
っ
た

が
、
こ
こ
で
面
白
い
体
験
を
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
市
か
ら
パ
ス
に
乗
り
、
北
方
向
に
向

か
っ

て
シ
カ
ゴ
に
近
づ
く
と
、
パ
ス
前
部
の
白
人
乗

車
口
か
ら
も
、
黒
人
が
ど
ん
ど
ん
乗
っ
て
く
る
南

部
か
ら
ず
っ
と
乗
車
し
て
い
る
黒
人
と
、
彼
ら
は
服

装
も
態
度
も
違
う。

そ
し
て
南
部
で
は
黒
人
が
前
部

か
ら
乗
る
と
文
句
を
い
う
運
転
手
が
、
何
も
い
わ
な

・
、

後
て
白
人
の
友
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、
北
部
に
近

づ
く
と
、
黒
人
差
別
は
一
応
表
面
的
に
は
無
く
な
る

の
だ
と
説
明
し
て
く
れ
た
な
る
ほ
ど
南
北
戦
争
を

考
え
れ
ば
、
す
つ
な
る
現
象
が
理
解
て
き
る。

外
国
に
住
み
、
そ
の
国
民
の
文
化
を
理
解
す
る
に

は
、
ま
ず
そ
の
園
の
歴
史
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

英
国
中
世
期
の
哲
人
で
随
筆
家
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ベ
ー
コ
ン
か
そ
う
書
い
て
い
る
の
を
、
英
文
学
の
ク

ラ
ス

で
読
ま
さ
れ
た。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
、
中
年

女
性
か
講
師
だ
っ
た。

40 

こ
の
州
立
大
学
の
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
ブ
ル
ー

ス
で
有
名
な
セ
ン
ト
ル
イ
ス
と
、
カ
ン
サ
ス
・

シ
テ

ィ
の
中
間
に
あ
る
市
で
、
当
時
州
立
大
学
の
他
に
、

二
つ
の
女
子
大
が
あ
っ
た一

一
つ
は
中
西
部
の
金
持

子
女
が
在
籍
す
る
ス
チ
ー
ブ
ン
ス・
カ
レ
ッ
ジ
、
い

ま
一
つ
は
地
味
な
女
子
大
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・

カ
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レ
ッ
シ
と
い
っ
た

。

こ
の
三
つ
の
大
学
が
授
業
中
の
市
の
人
口
は
約
三

万
人
、
イ
ー
ス
タ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
で
休
暇
に
な
る

と
、
こ
の
人
口
は
い
っ
き
ょ
に
六
千
人
く
ら
い
に
減

っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
大
学
町
で
あ
る

私
が
な
ぜ
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
こ
こ

に
世
界
で
一
番
早
く
設
立
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
部
が
あ
っ
た。

こ
こ
に
転
学
し
た
の
は1
9
5
0

年
だ
か
ら
、
ま

だ
フ
ル
，
フ
ラ
イ
ト
留
学
制
度
も
な
か
っ
た。

従
っ
て

当
時
日
本
か
ら
来
た
留
学
生
は
、
わ
ず
か
川
名
内
外

て
あ
っ
た
し
か
し
ハ
ワ
イ
を
含
め
、
ア
メ
リ
カ
全

土
か
ら
き
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
同
数
く
ら
い
い
た

と
思
う。

当
時
中
西
部
の
ア
メ
リ
カ
人
に
は
、
日
系

ア
メ
リ
カ
人
と
、
日
本
人
留
学
生
の
区
別
が
つ
か
な

か
っ
た
。

だ
か
ら
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
が
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
留
学
生
と
同
等
と
見
ら
れ
る
と
、
複

雑
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た

こ
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
在
住
し
て
い
る
日

系
人
と
、
ハ
ワ
イ
に
在
住
し
て
本
土
留
学
し
て
い
る

日
系
人
に
、
自
意
識
の
差
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
本
土
の
日
系
は
、
常
に
白
人
社
会

に
身
を
置
き
、
白
人
と
同
等
意
識
を
持
っ
て
生
活
を

し
て
い
る
が
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
は
日
系
と
し
て
の
同

族
意
識
が
高
い
。

こ
の
微
妙
な
文
化
差
は
、
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
は

理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
一
般
の
日
本
人

に
も
、
こ
の
差
が
分
か
る
人
は
少
な
い
と
思
う
。

こ

の
文
化
差
か
理
解
で
き
る
前
提
条
件
は
、
ア
メ
リ
カ

本
土
在
住
の
日
系
と
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
日
系
と
交
流

す
る
こ
と
で
あ
る

。

ま
た
ハ
ワ
イ
在
住
の
日
系
が
本
土
留
学
す
る
と
、

ハ
ワ
イ
在
住
日
系
と
の
問
に
、
自
意
識
の
差
が
出
て

く
る
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
の
日
系
は
少
数
派

で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
日
系
は
多
数
派
で
あ
る
か
ら
だ

こ
れ
が
ハ
ワ
イ
日
系
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
も

日
本
文
化
で
生
活
で
き
る
理
由
で
あ
り
、
逆
説
的
に

い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
本
土
在
住
の
日
系
は
、
ぞ
れ
か

ら
脱
却
し
な
い
と
、
ア
メ
リ
カ
本
土
で
生
活
で
き
な

t
、

し
か
し
現
在
ハ
ワ
イ
に
居
住
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
日

系
社
会
で
生
活
し
て
み
る
と
、
ハ
ワ
イ
で
の
み
生
活

し
て
い
る
日
系
が
、
日
本
文
化
と
患
っ
て
い
る
現
状

は
、
半
世
紀
以
前
の
日
本
の
、
ぞ
れ
も
地
方
文
化
で
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あ
る
と
い
う
事
を
痛
切
に
感
じ
る
。

こ
の
現
状
を
認
識
し
て
ハ
ワ
イ
浄
土
宗
教
団
の
未

来
を
展
望
す
る
と
、
そ
の
将
来
は
厳
し
い
。

な
ぜ
な

ら
現
在
の
三
世
、
四
世
に
は
理
解
で
き
な
い
も
の
が

多
い
し
、
受
け
入
れ
て
も
い
な
い
。

ま
た
現
在
の
年

老
い
た
信
徒
が
采
配
を
振
る
って
い
る
教
団
組
織
に、

若
い
世
代
は
入
れ
て
貰
え
な
い
。

例
え
入
れ
て
は
貰
え
て
も
、
半
世
紀
前
の
日
本
の

地
方
の
村
意
識
が
濃
厚
に
残
る
運
営
方
法
に
は
、
つ

い
て
行
け
な
い。

事
実
当
地
へ
赴
任
し
て2
ヶ
月
足

ら
ず
だ
が
、
新
世
代
と
話
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う

な
意
見
が
噴
き
出
し
て
き
た

。

こ
の
古
い
世
代
を
ど

う
啓
蒙
し
て
、
若
い
世
代
を
教
団
信
徒
に
引
き
入
れ

る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
ハ
ワ
イ
浄
土
宗
教
団
の
課
題

で
る
。

-

9
5
0

年
代
か
ら
一
足
飛
び
に
現
在
に
来
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
ミ
ズ
|

リ
州
立
大
学
の
3

年
間
が
、

い
ま
も
通
用
す
る
私
の
人
生
観
を
創
り
あ
げ
た
と
思

う
。

そ
し
て
こ
の
と
き
学
ん
だ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

基
本
概
念
と
技
術
が
、
そ
の
後
遭
遇
す
る
様
々
な
職

業
、
科
学
、
社
会
、
政
治
、
人
間
関
係
、
そ
れ
に
い

ま
直
面
し
て
い
る
宗
教
価
値
観
の
分
析
や
理
解
に
、

役
立
っ
て
い
る。
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だ
か
ら
こ
の
ミ
ズ
|

リ
大
学
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
た
く
8

ん
あ
る
。

毎
日
4

、

5

時
間
し
か
寝
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
諸
外
国
の
留
学
生
と
の
交
流
、

ア
メ
リ
カ
大
学
の
政
治
学
や
心
理
学
講
義
の
面
白
さ
、

関
心
を
寄
せ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
入
学
生
と
の
社
会
や

宗
教
談
義
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

し
か
し

ま
た
1
9
5
8

年
に
ア
メ
リ
カ
再
留
学
を
し
、
暫
く

し
て
商
社
マ
ン
に
な
っ
た
頃
、
即
ち19
6
0

年
代

の
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
、

ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
て
見
ょ
う。

当
時
は
ま
だ
ジ
ョ
ン
、
F

・

ケ
ネ
デ
ィ
が
無
名
の

上
院
議
員
だ
っ
た
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
が
革

命
に
成
功
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パー

ク
の
入
り
口
で
演
説
し
た
の
を
、ニ
ュ
l

ヨ
i

ヵ
ー

が
喝
采
を
し
て
聞
い
て
い
た
。

ま
た
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ

イ
で
は
「
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
」
や
、
「
サ
ウ
ン
ド

・

オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
、
人

気
を
呼
ん
で
い
た。
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昼
間
は
商
社
に
勤
め
、
夜
間
に
はニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

私
立
大
学
で
の
貿
易
学
を
学
ん
で
い
た
私
は
、
そ
の

掌
換
を
稼
ぐ
た
め
、
日
米
協
会
か
勺
紹
介
さ
れ
て
、

F
N
C
B

と
い
う
銀
行
の
外
国
部
幹
部
に
、
日
本
語

を
教
え
て
い
た
。

商
社
が
就
業
す
る
前
、
午
前8
時

か
ら
9

時
ま
で
の
授
業
で
あ
る。

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
き
つ
い
朝
6

時
半
に
起

き
て
朝
食
を
作
り
、
7

時
的
八
す
ま
で
に
銀
行
に
入
る

、

リ
で
し
て8

時
日
分
に
は
銀
行
を
出
て
、
勤
務
先
商
社

に
着
く。

9

時
か
ら
夕
方
6

時
ま
で
伺
品
目
以
上
の

製
品
受
け
渡
し
を
し
て
退
社♂

そ
ま
ま
私
立
大
学
に

向
か
う
途
上
で
夕
食
を
立
ち
食
い
す
る
か
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
か
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
だ
っ
た
一

夜
7

時
か
ら
川
時
ま
で
の3
時
間
の
講
義
は
、
相

当
緊
張
し
て
い
な
い
と
眠
っ
て
し
ま
う
実
際
い
つ

も
寝
て
い
た
学
生
が
数
人
い
た
し
か
し
自
分
も
昼

間
勤
務
し
て
い
る
講
師
は
、
思
い
や
り
が
あ
る
の
だ

ろ
う
、
そ
の
ま
ま
寝
か
せ
て
い
た
。

し
か
し
講
義
内

容
は
昼
間
大
学
と
同
様
で
、
宿
題
も
あ
り
採
点
も
厳

し
いそ

ん
な
毎
日
を
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
お
く
っ
た
私

は
、
週
末
が
く
る
と
、
十
時
間
く
ら
い
は
グツ
ス
リ

と
寝
た

。

土
曜
の
昼
頃
起
き
る
と
、
す
ぐ
洗
濯
を
す

る
そ
し
て
洗
温
の
問
に
朝
食
を
済
ま
せ
る。
ま
だ

テ
レ
ビ
が
一
般
家
庭
ま
で
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時

代
だ
か
ら
、
午
後
は
友
人
を
誘
っ
て
映
画
を
見
た
り
、

音
楽
会
に
行
っ
た
り
、
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
り
し
て
週

末
を
楽
し
ん
だ

当
時
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
の
商
社
マ
ン
や
銀

行
マ
ン
は
ゴ
ル
フ
に
疎
っ
て
い
て
、
週
末
は
ゴ
ル
フ

と
決
め
て
い
た
ら
し
い。

し
か
し
三
十
歳
を
過
ぎ
た

ば
か
り
の
私
は
、
も
っ
と
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
こ
の

若
さ
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ

て
い
た

3

ま
た
こ
の
頃
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
安
全
で
、
真
夜
中
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を

歩
き
回
っ
て
も
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た

そ
ん
な
体
験
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
ハ
ワ
イ
ま
で
き

て
開
教
総
監
が
で
き
る
の
だ
ろ
う。

し
か
し
も
う
還

暦
を
過
ぎ
て
い
る
し
か
も
総
監
と
い
う
職
務
は
、

前
記
し
た
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
し
ん
ど
い。

自
置

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

。
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履歴・
氏名:

浄土宗底

(所属寺院)

“"籍登録)
(飾{鎗)

(i・侶蓑成)
({i5剖云戒)

u・陪)
(綿)

( ..  伝綬)

学歴

、L ‘，~ら、...

射す錨毎生年月日:昭和 5年 l 月 13日

東京教区城南組専心寺

昭和39年 8 月 10日

樹恨譲

昭和41年 8 月 8 日 r1>'{制醸成績座」終了(大本山増上寺)

昭和421手 12月 25日成満(総本山知恩院道場)
昭和43年3月 1El r少僧書ßJ 叙任

平成 5年 12月 24日「得集」授与

平成 6年 10月 31 日成渦 (大本山地上寺道場)

(昭和 17年) 策京都港区白金耳宇和、明紳線

(目前日21 年) 策京都港区芝中学校卒鎌

(昭和21 ・22~手) 東京都豊島区大正大学予科在学
(昭和221F) 東京都瓶罵区日本大学芸術刑写真学科入学

(昭和24~芋) 米国アーカンソー州オザーク・カレッジ入学

(昭和25年) 前記日本大学芸術写真斜梓裳
(昭和28年) 米国ミズーリ州立大学新聞学部卒業 (Bachelorof Journal﨎m) 

臓歴

(昭和28-31年) 朝日新聞主英文誌 "Thisis Japan" 編集員

(自習和32・33年) 米国シカゴ・デイリイ・ニュース社東京支局

(昭和33引年) 紙瑚回米国会社ニューヨーク店

(昭和37‘391F) タイムライフキi.. NBC-TV東京支局でフリーランス

(昭和40・41年) 暢エッソ・スタンダード石油広報室新関係長

(昭和41-44年) 国際貿易・業務ttntコンサルタン卜

(昭和45-49年)脚;鱒芳浪貿易部長

(昭和50-51>年) 滝野特許穆務所外国部長
。回tlS6-S1年)備態綬出掛(給路出船

(昭和58-60年) 物ジエツド取締役(虫学徒溌明開発)
{昭刷60 61年) 紺アクソン ・ 1) サーチ取締役(医療技術開発)

(BS和62・641F)機微術移転コンサルタン卜

(平成元年) 耐JH何t表取締役
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想随篇掌

腹
の
立
つ
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
今
回
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い

-
と
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用e
で
は
な

い
が
、
始
ま
る
前
に
柔
道
で
い
く
つ
、

蔵
泳
で
い
く
つ
な
ど
と
メ
ダ
ル
の
数

を
放
え
て
、
期
待
ば
か
り
膨
ら
ま
せ

て
お
い
て
、
い
ぢ
期
待
通
り
に
い
か

な
い
と
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
言
い
だ

す
マ
ス
コ
ミ
と
世
間。

そ
し
て
ま
た
、
金
メ
ダ
ル
が
銀
や

銅
と
な
っ
た
か
ら
と
事
ぱ
ぬ
選
手。

オ
リ
ン
ヒ
ツ
ク
の
た
び
に
こ
ん
な
光

景
を
見
る
。

い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
っ

て
ん
だ

ム

い
い
し
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と

世
界
の
選
手
を
よ
く
分
析
し
な
い
で
、

自
国
の
選
手
の
調
子
の
い
い
時
の
記

録
ば
か
り
を
頭
に
浮
か
べ
て
、
期
待

ば
か
り
ふ
く
ら
ま
せ
る。
そ
し
て
そ

れ
が
み
ん
な
に
伝
染
し
、
期
待
そ
裏

切
ら
れ
た
と
い
っ
て
が
っ
か
り
す
る

選
手
に
し
て
み
れ
ば
、
冗
談
じ
ゃ
な

い
、
と
曾
い
た
い
た
ろ
う

期
待
遇
り
じ
ゃ
な
く
て
も
、
マ
ス

コ
ミ
や
世
間
は
も
っ
と
選
手
を
褒
め
、

-
讃
え
て
や
る
べ
き
た
そ
こ
に
た
ど

り
つ
く
ま
で
の
、
努
力
に
努
力
を
か

念経線薫
珠典香香

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
御
用
達

萱
回
愛
山

愛
広
勺
鎖

いい加減にしろ@

さ
ね
た
こ
と
こ
そ
、
人
が
生
き
る
上

で
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
の
だ
か

ら
.

そ
し
て
選
手
は
自
介
を
誇
り
に
思

い
な
さ
い
。

メ
ダ
ル
が
取
れ
な
く
て

も
、
あ
な
た
た
ら
は
五
+
八
億
人
い

る
と
い
わ
れ
る
世
界
で
、
第
位
と

い
う
、
繁
晴
ら
し
い
力
を
も
っ
た
人

な
の
だ
。

一
生
懸
命
ゃ
っ
た
こ
と
に
、

も
っ
と
鰐
り
金
持
ち
、
喜
ん
で
ほ
し

い
も
ち
ろ
ん
、
悔
し
8

は
あ
ろ
う

そ
れ
は
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
の
闘
志
に

す
れ
ば
い
い

(
願)

※
地
方
発
送
受
賜
り
ま

す
。

京都・祇園
TEL (075)551・2221叡:ro
FAX(075)525・1806香
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7 月号「くも吉とチョウJ 後篇

童話

く也言0\
旅\
斎藤耕善

く
も
吉
は
白
を
閉
じ
て
は
い
ま
し
だ
ガ
、
ま
だ
意

識
は
定
か
で
あ
り
ま
し
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
自
分
を

く
わ
え
て
飛
ん
で
い
る
ツ
バ
メ
ガ
、
東
の
方
に
向
か

っ
て
い
る
の
が
よ
く
解
り
ま
す
。

夜
明
け
の
太
陽
ガ
、
く
も
吉
の
閉
じ
だ
臓
の
上
巳

ほ
の

ト
キ
色
の
光
り
と
、
灰
か
な
暖
か
み
と
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

も
う
、
あ
と
何
十
秒
か
、
間
も
な
く
自
分
は
、
お

腹
を
空
か
せ
て
白
ツ
バ
メ
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
子

ツ
バ
メ
の
、
あ
の
大
き
な
可
愛
い
口
の
中
へ
、
ト
ロ

ト
ロ
に
そ
し
ゃ
く
さ
れ
、
波
状
の
飼
と
な
っ
て
流
し

込
ま
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

く
も
吉
は
今
、
し
み
じ
み
と
自
分
の
来
し
方
を
顧

み
て
H

自
分
っ
て
ほ
ん
と
う
に
し
あ
わ
せ
だ
っ
疋
ん

だ
な
l
f

と
思
う
の
で
あ
り
ま
し
定
。

そ
の
第
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
理
由
は
、
舎
は
て

き
包
さ
ん
ぐ
も
が
、
ぼ
く
だ
ち
を
生
み
育
て
る
場
所
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と
し
て
、
こ
の
新
生
日
曜
学
僚
を
設
け
て
い
る
お
寺

の
境
内
を
選
ん
で
く
れ
疋
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
一
言
え
ば
、
人
里
離
れ
疋
畑
の
隅
な

ど
に
あ
る
木
の
枝
に
で
も
巣
を
掛
け
ら
れ
て
い
疋
ら
、

も
う
と
っ
く
に
ツ
バ
メ
や
野
鳥
に
つ
い
ば
ま
れ
て
い

だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
好
き
な
和
尚
さ
ん

は
日
曜
日
で
な
く
て
も
、
子
ど
も
だ
ち
が
門
前
を
通

れ
ば
話
し
か
け
る
し
、
日
曜
学
校
O
B
の
中
学
生
ま

で
ガ
、
朝
な
夕
な
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
ご
」
ん

に
ち
は
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
手
を
振
り
な
ガ
ら
行

き
受
う
の
で
、
ツ
バ
メ
や
野
鳥
だ
ち
は
、
自
の
前
に

飼
と
な
る
く
も
が
い
る
の
を
眺
め
な
が
ら
な
か
な
か

近
づ
け
な
い
の
で
し
だ
。
そ
ん
な
訳
で
お
寺
の

廃
内
は
、
く
も
吉
た
ち
親
子
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身

の
安
全
ガ
保
て
る
格
怒
な
場
所
で
あ
り
ま
し
だ
。

舎
一
つ
は
、
白
曜
日
ご
と
本
堂
を
教
場
と
し
て
開

か
れ
る
学
授
は
、
く
も
吉
に
と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
あ
り
ま
し
た
。

学
校
の
き
ま
り
で
は
、
小
学
枝
の
一
年
生
か
ら
六

年
生
の
児
童
と
な
っ
て
い
芝
ょ
う
で
す
が
、
中
に
は

保
育
園
年
長
組
の
子
ガ
、
父
白
か
ら
再
三
和
尚
さ
ん

に
掛
け
あ
い
入
れ
て
も
ら
っ
芝
り
、
高
校
生
に
な
っ

だ
お
姉
さ
ん
ま
で
が
通
っ
て
い
ま
し
だ
。

授
業
は
次
の
よ
う
な
日
課
で
進
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
し
だ
。

始
め
に
日
直
さ
ん
(
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
ガ

毎
遁
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従
い
勤
め
る
〉
ガ

『
.
気
を
つ
け
。
礼
け
』

と
号
令
を
掛
け
る
と
、
校
長
の
和
尚
さ
ん
と
生
徒
だ

ち
ガ
い
っ
し
ょ
に
声
を
揃
え
て

、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
すL

と
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
本
尊
さ

ま
に
向
か
っ
て

之
口
掌
、
同
町
仰
十
念
、
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と
日
直
ガ
言
う
と
、
み
ん
な
が

、

ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
戸
ミ
ダ

ブ
、
ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ
。
・
:
ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
戸

ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
戸
ミ
ダ
ブ0
・
:
ナ

ム
戸
ミ
ダ
ブ
ツ
、
ナ
ー

ム
戸
ミ
ダ
l

ブ
O
L

と
唱
え
て
い
ま
し
定
。

次
に
絞
叡
H

用
か
げ
の
叡
H
ガ

月
か
げ
の
い
だ
ら
ぬ
さ
と
は

な
け
れ
ど
も

な
が
む
る
人
の
ゆ
に
ぞ
す
む

と
二
回
繰
返
し
斉
唱
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
次
に
、

J
曹
い
の
こ
と
ぱ
L

と
い
っ
て
、
次
の
七
つ
の
誓
い
を
唱
え
ま
す
。

一
つ
私
定
ち
は
い
の
ち
を
大
切
巳
し
ま
す
。

一
つ
私
疋
ち
は
父
包
を
叡
い
、
い
い
つ
け
を
守
り

ま
す
。

一
つ
私
芝
ち
は
し
ぜ
ん
を
愛
し
、
生
き
も
の
を
い

だ
わ
り
ま
す
。

一
つ
私
た
ち
は
人
の
持
ち
物
を
欲
し
が
り
ま
せ
ん
。

一
つ
私
だ
ち
は
友
だ
ち
と
伸
よ
く
し
ま
す
。

一
つ
私
た
ち
は
ぜ
つ
だ
い
に
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。

一
つ
私
だ
ち
は
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

誓
い
の
こ
と
ば
が
済
む
と
、
和
尚
さ
ん
は
生
徒
た

ち
に
十
分
間
膜
想
を
さ
せ
ま
す
。
と
き
ど
き
和
尚
さ

ん
の
厳
し
い
戒
め
の
こ
と
ば
が
聞
こ
え
て
来
て
、
な

ん
だ
か
、
自
分
ま
で
ガ
注
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

く
も
吉
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
だ
こ
と
が
あ

り
ま
し
定
。

、
な
に
を
考
え
て
い
る
ん
だ
け
験
ガ
ピ
ク
ピ
ク

動
い
て
い
る
ぞ
・
・
・
口
を
し
っ
か
り
閉
じ
ろ
け
』

、

何
も
考
え
る
な
。
外
の
音
も
、
何
も
聞
こ
え
な
い
。

唯
、
静
か
に
吐
い
だ
り
、
吸
っ
芝
り
す
る
自
分
の
呼

吸
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
筈
だ
。
:
:
:
す
る
と
、
あ

あ
、
自
分
は
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
.
か
い
の



きち舎舎舎舎舎舎舎舎寺舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎寺舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎告
。時e

争
体

保
体
や

や
や

# 
称
略
称
争

や

や
や

# 
骨
格
や
や

# 
常

事
や

や

や
称
略

争
体
規6

4号。

場e

命取

材。

4言e

今〉

場e

略
称
略
称
・普e

d話e

・普e

e需e

o時e

設 4許 v~告キキキ母キキキ 4長 4長 4告 4長 4告 4辞令 4告 4告 4告 4t4告 4b キキ 4争参 4長 4告 4告~~ ~告キキ毒

ち
だ
。
と
解
る
筈
だ
0

・
:
い
い
な
よ

そ
ん
な
ふ
う
に
教
え
て
い
る
和
尚
さ
ん
は
、
摂
想

ガ
終
わ
る
と
、

、
み
ん
な
、
よ
ー
く
慎
想
が
で
き
だ
。
:
:
:
ご
本
尊

さ
ま
の
お
顔
を
合
掌
し
て
、
よ
ー
く
拝
ん
で
ご
ら
ん
。

に
っ
こ
り
と
、
ほ
ほ
笑
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

実
は
な
、
け
さ
阿
弥
隠
さ
ま
が
、
寸
子
ど
も
疋
ち
が

し
っ
か
り
俣
想
で
き
だ
ら
一
粧
ず
つ
あ
口
に
入
れ
て

お
や
り
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
こ
の
黒
飴
を
下
さ
つ

疋
の
で
、
お
口
を
戸
|
ン
と
大
き
く
開
け
て
ご
ら

ん
。』

と
言
っ
て
次
々
に
み
ん
な
の
口
の
中
に
黒
鉛
を
一
組

宛
入
れ
て
や
る
の
で
し
だ
。
i
l

そ
う
し
て
仏
教
童

話
を
静
か
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
始
め
る
の
で
し
だ
。

く
も
吉
ガ
、
数
秒
後
迎
え
る
寸
死
L

を
前
に
会
は

っ
き
り
と
、
思
い
出
し
疋
童
話
は
、

H

虎
に
我
ガ
身

を
与
え
芝
王
子
H

と
か
い
う
題
の
お
話
で
し
だ
。

H

昔
、
三
人
の
王
子
ガ
お
減
を
按
け
出
し
て
、
と

あ
る
森
に
ハ
イ
ク
に
出
か
け
ま
し
定
。
青
葉
、
若
葉

の
茂
る
森
は
太
陽
の
光
を
受
け
、
エ
メ
ラ
ル
ド
・
グ

リ
ー
ン
に
輝
や
い
て
い
ま
し
だ
。
三
人
の
王
子
は
、

木
の
間
漏
る
光
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
披
け
て
、
小
高

い
見
晴
し
の
よ
い
丘
の
上
に
来
ま
し
定
。
そ
の
時
、

ふ
と
見
る
と
、
崖
の
下
に
七
匹
の
子
を
産
ん
芝
白
虎

ガ
飢
え
に
耐
え
ら
れ
ず
、
舎
に
も
我
ガ
子
を
食
べ
よ

う
と
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
|
|

そ
れ
を

自
の
あ
だ
り
に
見
定
長
兄
、
次
兄
の
王
子
は
、
恐
れ
お

の
の
き
、
一
目
叡
に
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
だ
が
、
末

っ
子
の
薩
煙
(
さ
つ
疋
〉
王
子
は
、
我
ガ
身
を
白
虎

に
飼
と
し
て
与
え
て
飢
え
を
い
や
し
、
七
匹
の
虎
の

子
の
い
の
ち
を
被
っ
て
あ
げ
よ
う
と
、
突
睦
に
崖
の

上
か
ら
身
を
躍
ら
せ
て
、
こ
の
虎
の
由
子
の
い
の
ち

を
救
っ
て
あ
げ
だ
の
で
し
だ
。
:
:
:
そ
う
だ
、
こ
の

薩
埠
王
子
ガ
宙
ヱJ
の
虎
を
救
っ
て
あ
げ
だ
よ
う
に
舎
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ぼ
く
も
ツ
バ
メ
の
子
ど
も
の
尊
い
い
の
ち
を
支
え
て

あ
げ
ら
れ
る
の
だ
。
ー
!

と
思
う
と
、
く
も
吉
は
身
も

山
も
軽
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
だ
。

「
も
う
ぽ
く
は
、H
く
も
吉
H
と
い
う
く
も
で
は
な
い

の
だ
・
:
あ
あ
、
な
ん
と
美
し
い
雲
で
あ
ろ
う
け
あ

の
柔
ら
か
な
五
色
の
ひ
か
り
は
、
い
つ
だ
い
何
処
方

ら
降
り
注
い
で
来
る
の
で
あ
ろ
う
0
・
L

そ
れ
か
ら
、
く
も
吉
は
ふ
と
、
あ
の
助
け
て
あ
げ

た
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
事
を
考
え
ま
し
疋
。
「
あ
の

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
う
ま
く
あ
白
さ
ん
に
会
え
疋

だ
ろ
う
か
な
」
・
:
そ
う
い
え
ば
あ
の
お
寺
の
和

尚
さ
ん
が
、
あ
る
お
彼
岸
の
あ
中
日
に
、
」
八
万
礼

経
」
と
か
い
う
あ
経
の
法
話
を
さ
れ
て
い
た
つ
け
。

H

父
田
ガ
東
方
な
り
、
師
ガ
南
方
な
り
、
要
ガ
西

方
な
り
、
朋
友
ガ
北
方
な
り
、
傭
人
ガ
下
方
な
り
、

沙
門
ガ
上
方
な
り
H

と
。
そ
う
幸
一
口
え
ば
モ
ン
シ
ロ
チ

ョ
ウ
は
東
の
山
の
蜘
か
ら
昇
つ
だ
、
あ
月
さ
ん
に
向

か
つ
て
舞
い
上
っ
て
行
つ
だ
ん
だ
か
ら
、
も
う
き
っ

と
お
包
さ
ん
と
再
会
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
.

で
も
和
尚
さ
ん
は
ま
芝
、
こ
ん
な
こ
と
も
話
し
て
お

ら
れ
定
。

H

西
の
彼
方
遥
か
な
る
処
に
一
つ
の
世
界
あ
り
、

名
づ
け
て
極
楽
と
い
う
。
彼
の
土
に
仏
穿
し
ま
す
、

阿
弥
胞
と
号
し
だ
て
ま
つ
る
。
今
現
に
存
し
ま
し
て

衆
生
を
導
き
だ
も
う
H
と
:
・
な
る
ほ
ど
、
そ
う
し
て

み
る
と
、
あ
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
も
、
ぼ
く
が
見
送

つ
だ
時
は
、
7
度
中
天
に
懸
つ
だ
満
月
に
吸
い
こ
ま

れ
る
よ
う
に
消
え
て
い
つ
疋
ん
だ
か
ら
、
も
う
と
っ

く
に
、
西
方
浄
土
に
由
ヱ
ニ
緒
に
な
っ
て
詣
で
て
い

る
に
違
い
な
い
。
|
|
そ
う
い
え
ば
、
さ
っ
き
か
ら
ぼ

く
の
か
ら
だ
は
、
な
ん
と
な
く
軽
く
な
り
、
ふ
わ
ふ

わ
と
無
意
識
の
う
ち
に
飛
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ふ
と
自
分
の
か
ら
だ
を
眺
め
て
み
る
と
、

あ
ー
ら
不
思
議
。
く
も
吉
の
か
ら
だ
は
丁
度
ロ
ー
マ
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念
珠
の
修
理
・
仕
立
嘗
承
り
ま
す
。

O
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
修
理
・

加
工
・

υ

フ
ォ
ー
ム
も
承
り
ま
す
。

。
カ
タ
ロ
グ
を
ご
請
求
下
g
u
。

『
念
珠
年
報
」
を
お
届
げ
致
し
ま
す
。

神
話
に
登
場
す
る
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
の
よ
う
に
、
左
右

四
本
宛
あ
る
足
の
中
問
、
頭
胸
部
の
境
あ
だ
り
か
ら
、

二
枚
の
真
っ
白
い
羽
根
ガ
生
え
、
ひ
ら
ひ
ら
と
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
は
ば
だ
き
、
西
へ
西
へ
と
向

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
・
:
そ
う
で
す
。
く

も
吉
は
、
パ
ラ
色
に
輝
ゃ
く
極
楽
浄
土
へ
と
、
旅
を

続
け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
定
。

由
十
ん

{
山
梨
・
商
遜
寺
住
職

〉

念
珠

盟裂議書店露緩を・く日校生

警護税務官言語擁護
2~王力ら崎われて・道の時間ガ加えられまし
た。事費墾の準備、後片づけは学年交童書。
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行
儀
と
マ
ナ
!

「

午
後
の
日
差
し
の
中
て

吉
川
英
明



以
前
こ
の
拍
で
、
風
俗
や
門
的
の
変
化
か
ら
、H
M

近
.
比
却
に
な
り
つ
つ
あ
る
-
J集
に
つ
い
て
九
い
た
こ

'
と
が
あ
っ
た
@

A
H材
、
ね
ん
ね
こ
、
ハ
イ
カ
ラ
、
な
ど
の
よ
う
に

今
で
は
ほ
t

ん
E

使
わ
れ
な
く
な
り
、
比
掛
け
な
く

な
っ
た
パ
葉
に
つ
い
て
A

い
た
の
だ
が
、
先
日
、
テ

レ
ビ
で
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
テ
ニ
ス
念
日
凡
て
い
て
、

行
段
、
お
'
打
儀
と
い
う
言
葉
も
、
故
早
瀬
死
の
状
態

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
テ
ニ
ス
を
凡
て
お
行
協t
は
、

ど
ん
な
辿
恕
か
と
忠
わ
れ
る
か
ら
し
れ
な
い
が
、
'
K

F

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
の
グ
ラ
フ
と
サ
ン
チ
ェ
ス
の
い
A

A
Hで
の
・
』
主
だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
し
て
コ

l

ト
に
転
が
っ
た
ポ
ー

ル
を
折
お

う

t

駆
け
市
っ
た
ポー
ル
ポ
l

イ
に
、
サ
ン
チ
ェ
ス

が
ポ
ー
ル
を
蹴
っ
て
ぬ
し
た
の
だF

中
ー
の
サ
ン
チ
ェ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
蹴
ら
れ
た
ポ
ー

ル
合
受
け
J
H
め
た
ポ
ー
ル
ポ
1

イ
も
、
判
と
も
思
っ

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
比
て
い
た
私
は
か
ち
ん
t

き
た
。

が
思
い
。
マ
ナ
ー
が
思
い
'
汀
偽
が
語
い
。

続 ・ 'H去の IJ )，' t しの小で

ぷ
A
H小
、
わ
ざ
わ
ざ
ポ
ー
ル
を
め
っ
て
投
げ
て
や

る
プ
ロ
の
選
干
は
い
な
い
が
、
ト
八
慨
は
ラ
ケ
ッ
ト
の

凡
で
軒
〈
ト
ス
す
る
か
転
が
し
て
減
し
て
い
る
。
ポ

ー
ル
を
蹴
っ
て
減
す
と
い
・
2

』
と
は
、
ポ
ラ
ン
テ
イ

ア
t

し
て
、
』
の
大
会
に
わ
俗
仕
し
て
い
る
ポ
ー
ル
ポ
l

イ
を
下
風
に
凡
て
の
倣
悦
な
振
る
舞
い
だ
。

た
だ
外
国
人
の
場
合
、
足
を
使
っ
て
何
か
を
す
る

こ
t

に
は
、
日
本
人
よ
り
寛
容
な
気
が
す
る
。
机
の

上
仁
足
を
乗
せ
る
な
ど
と
い
う
光
託
も
映
画
に
は
よ

く
出
て
く
る
。

サ
ン
チ
ェ
ス
の
行
為
に
強
い
不
快
感
h
v九
比
え
た
の

は
、
私
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
:
:
:
そ
う
思
っ
て
川
州

に
訊
い
た
ら
、
私
と
川
悦
代
の
述小は
揃
っ
て
サ
ン

チ
ェ
ス
h
T非
脱
し
た
し
か
し
、
テ
レ
ビ
を
凡
て
い

た
大
多
段
、
味
に
打
い
人
辻
は
孜
々
ほ
ど
の
怖
り
を

感
じ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
必

見
が
一
致
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
場
任
、
'
H
憐
作
法
と
ほ
ぼ
川
持
の
・
パ

東
仁
マ
ナ
ー
が
あ
る
。
サ
ン
チ
ェ
ス
の
よ
う
な
例
も
、

行
慌
が
忠
い
t

は
日
わ
ず
に
マ
ナ
ー
が
必
い
t

レ
ぅ
。

し
か
し
、
一
片
的
に
全
植
を
点
っ
た
チ
ャ
ン
ヒ
オ
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ン
の
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
の
よ
う
に
、
人
山
'
で
市
判
に
-
忠

態
を
つ
い
た
り
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
段
げ
た
り
す
る
選
子

は
、
マ
ス
コ
ミ
も
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
-
d
っ
て
叩
く
の

だ
が
、
こ
う
し
た
ち
ょ
っt
し
た
行
為
は
見
逃
し
て

t
し
・4品
二
ノ

そ
ん
な
ニ
と
で
、
い
ち
い
ち
目
く
じ
ら
を
す
-
て
る

な
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
私
に
は
す
ご
く
汎

に
な
る
。
そ
の
児
な
り
K
な
り
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
マ

ナ
l

以
前
の
、
日
頃
の
行
儀
作
法
を
ど
う
身
に
つ
け

て
い
る
か
が
山
て
く
る
か
ら
だ

持
い
と
い
う
か
、
さ
す
が
に
日
本
の
テ
ニ
ス
の
選

手
で
、
ポ
ー
ル
を
蹴
る
人
は
い
な
い
。

本
米
日
本
人
は
、
行
慌
に
関
し
て
は
、
町
界
中
の

E

の
民
族
に
も
劣
ら
ず
厳
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

円
え
で
冷
川
崎
仰
や
部
悼
の
隔
を
閉
め
る
の
は
行
儀
が

思
い
こ
と
だ
っ
た
し
、
少
さ
な
が
ら
物
を
食
べ
る
ニ

と
も
、
テ
ー
ブ
ル
に
肘
を
突
い
て
食
べ
る
こ
と
も
そ

う
だ
つ
た
い
上
の
人
に
背
中
を
比
せ
て
時
る
と
、

お
尻
を
向
け
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
て
叱
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
投
々
が
「
供
の
こ
ろ
や
か
ま
し
くJ

わ
れ
た
こ
う
し
た
お
り
偽
は
、
今
は
こ
と
ご
と
く
無

悦
さ
れ
て
い
る
。

54 

こ
ん
な
こ
と

e
r
い
て
い
る
私
で
も
、
そ
う
し
た

風
潮
に
は
か
な
り
染
ま
っ
て
し
ま
っ
たt
み
え
、
街

を
少
い
て
い
て
も
、
あ
ま
り
制
か
ど
』
と
ま
で
は
討

に
な
・
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る

だ
が
、
と
き
ど
き
、
E

う
に
も
次
世
で
き
な
い
よ

う
な
先
去
に
も
ぶ
つ
か
る
、
』t
が
あ
る
も
の
だ
。

先
日
b

、
六
本
木
の
小
検
料
理
店
で
食
事
を
し
て

い
た
ら
、
-
犬M
t
娘
の
三
人
づ
れ
が
人
っ
て
米
て
隣

の
テ
ー
ブ
ル
に
府
を
取
っ
た

H
M初
は
、
れ
に
も
止
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の

テ
ー
ブ
ル
に
料
開
が
辿
ば
れ
て
き
て
、
-
人
づ
れ
か

食
べ
始
め
る
と
、
私
の花
子
に
搾
っ
て
い
た
友
人
が

あ
か
ら
さ
ま
に
頗
を
し
か
め
る
。

振
り
向
く
と
、
一
三
人
が
し
八
皿
で
山
て
米
た
作
を
に

山
取
り
掛
か
っ
た
と
ニ
ろ
だ
っ
た
が
、
そ
の
娘
の
食
べ

五
が
何
と
も
は
ま
じ
い
。

ジ
ー
ン
ズ
の
州
足
を
大
き
く
聞
い
て
杭
f

か
ら
泌

ち
そ
う
な
ほ
ど
浅
く
腰
掛
け
、
テ
ー
ブ
ル
に
両
肘
を

つ
い
て
店
子
の
嘗
で
訂
作
を
か
』
摘
み
、
ト
花
子
に
は
取
り

肌
k
v
u持
っ
て
顎
の
ド
に
あ
て
が
っ
て
い
る
。
川
川
肘
を
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つ
い
た
ま
ま
、
子
首
だ
け
を
曲
げ
て
作
巻
守
噛
る
度

仁
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
こ
ぼ
れ
議
ち
る
揚
げ
皮
の
か
け-aり

を
肌
で
受
け
此
め
な
が
ら
、
休
み
な
く
し
ゃ
べ
り
続

け
て
い
る
の
だ

。

般
と
い
っ
て
も
、
中
下
旬
や
h
H
M
校
作
ず
は
な
い，

E

う
み
て
も
も
う
社
会
人
と
い
っ
た
年
初
好
だ。
般

の
こ
ん
な
格
M
に
無
頼
若
な
両
親
は
と
比
れ
ば
、
こ

れ
も
も
う
夫
婦
t

も
五
十
は
過
ぎ
て
い
る
と
思
え
る

カ
ッ
プ
ル
な
の
だ
。

「
何
だ
、
こ
り
ゃ
あ
:
:
:
」

凡
さ
蛤
て
る
よ
う
な
友
人
の
怒
り
の
ほ
き
に
、
私

も
川
感
だ
っ
た

3

ト
人
技
み
の
除
以
は
し
て
い
る
と

い
う
の
に
、
そ
の
般
の
食
べ
取
材
は
、
ち
し
て
い
仙
級
で

も
な
い
そ
の
小
中
判
即
悼
の
非
同
試
の
山
'に
あ
っ
て

も
、
こ
の
上
も
な
〈
醜
い
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
川
酬
と
て
、
恋
人t
食
が
を
す
る
時
に
は
、
ま

さ
か
こ
れ
ほ
ど
ひ
E

い
格
好
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

気

心
の
知
れ
た
両
親
t

の
食
が
な
の
で
い
つ
も
ど
お
り

の
食
べ
む
が
山
た
の
だ
ん
う

だ
が
、
そ
こ
は
被
ら
だ
け
し
か
い
な
い
京
で
は
な

く
、
川
川
に
は
他
人
が
大
勢
一紺
に
食
引
を
し
て
い

る
場
品
川
な
の
だ
。

い
い
作
T
b正
し
た
税
も
そ
の
こt
に
無
関
心。
そ
う

し
た
公
の
場
所
で
食
併
を
し
て
い
る
と
い
う
配
慮
に

ま
っ
た
く
欠
け
て
い
る
こ
の
:

人
の
家
岐
に
は
行

的
と
か
、
峨
と
い
う
日
柴
は
初
め
か
ら
な
い
の
だ
ろ

56 

フ
t
と
な
る
と
、
こ
の
般
の
念
人
だっ
て
吋
ぃ
批
判
だ
。

恋
人
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
れ
取
っ
て
食
べ
て
い
た
次

が
、
結
婚
後
一
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
ま
る
で
般
の

よ
う
な
栴
併
で
物
を
食
い
だ
す
。

中1

然
、
生
ま
れ
て
〈
る
般
も
川
組
に
似
る
だ
ろ
っ

叫
が
て

人
山
米
た
-
aり
、
そ
の
問
人
の
係
た
ち
も
み
ん

な
そ
う
な
る

。

八
人
の
け
係
、
十
六
人
の
ム
係
と
、

そ
う
い
う

-
H比
間
企
知
ら
な
いf
供
た
ち
れ
刊
行
た
ち
が

ね
ず
み
算
的
に
哨
え
て
い
り
ぱ
、
や
が
て日
本
人
全

員
が
公
の
場
所
で
、
あ
ん
な
格M
で
食
が
ぞ
す
る
の

が
平
気
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
の
こ
ろ
に
は
、
孜
々

の
年
代
は
み
な
死
に
絶
え
て
、
文
句
を-
Jう
以
も
い

な
く
な
る

。

余
社
な
心
配
だ
と
け
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

そ
ん
な
こ
と
金
号
え
て
い
た
ら
、
突
然
折
品
川
の
桝
も



絞・'Flをの1I1.~しの 11 1で

料
開
も
ま
ず
く
な
っ
た
。

ま
さ
か
、
他
人
の
テ
ー
ブ
ル
に
出
掛
け
て
行
っ
て
、

お
℃
の
峨
さ
ん
(
お
峨
さ
ん
で
は
な
い
)
の
食
ベ
ト
々

全
何
と
か
し
ろ
t

も
パ
え
な
い
か
ら
、
余
計
に
欝
怖

が
胸
に
淑
ま
る
‘

友
人
た
ち
と
、
附
の
小
、
刊
に
余
る
'
付
師
、
作
法
、

マ
ナ
ー
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
胸
の
つ
か
え
を
附
ら
し
た

、
』2
と
だ
っ
た
。

「
E

う
し
て
、

日
本
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
っ
て
い
う

の
は
、
あ
あ
柄
が
忠
い
ん
だ
い
」

M
が
、
片
そ
う
に
主
一
向
を
飲
み
下
し
な
が
ら
・
パ
う

た
し
か
に
、
、
ゴ
ル
フ
で
は
、
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
す

る
と
キ
ャ
デ
ィ
l

に
'
川
か
つ
て
ク
ラ
ブ
を
投
げ
る
M
山

崎
と
い
う
大
引
が
日
本
の
第
-
人
行
だ
し
、
彼
の
他

に
も
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
l

に
暗
合
え
る
作
法
を
知
ら
な
い

プ
ロ
が
大
勢
い
る
。
テ
レ
ビ
の
両
面
に
向
か
っ
て
話

す
汗
菓
が
ぞ
ん
ざ
い
で
無
礼
な
の
だ
。

彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
顔
見
知
り
の
打
い
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
を
ド
け
に
比
て
、
あ
あ
い
う
け
を
利
く
の
だ

乃
う
が
、
そ
れ
が
大
き
な
山
注
い
だ
。
引
分
は
今
、

州
耐
を
泌
じ
て
令
川
の
悦
聡
名
や
フ
ァ
ン
に
向
か
っ

て
語
り
か
け
て
い
る
の
だt
い
う
こ
t

が
分
か
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
を
点
似
す
る
符
い
フ
ロ
た
ち
も
れ
ら

の
知
謀
長
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
よ
ラ
で
み
っ
と
も

、
、
。

e
，
一
，
、

「
制
打
球
に
も
い
る
な
:
:
:
」

A
が
、
」
を
切
り
山
内Hえ
る
。

そ
う
、
プ
ロ
野
球
で
は
引a
H
M
h
仙
の
大
打
行t
H

さ
れ
る
必
A
Hと
い
う
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
問
番
バ
ッ
タ

ー
が
、
時
々
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
は
ず
し
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
仁
べ
っ
と
喝
を
吐
く
。

肝
球
の
選
子
が
岬
.
を
吐
く
の
念
、
マ
ナ

f

が
必
い

と
か
、
h
協
が
必
い
な
ど
と
パ
お
う
も
の
な
-
b
、
ア

メ
リ
カ
辺
り
で
は
仰
で
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
川
本
に

米
て
い
る
外
人
選
子
む
ガ
ム
を
哨
み
な
が
ら
よ
く
岨

h

e
川
く
。

だ
が
、
野
球
の
選
手
だ
か
らt
い
っ
て
略
を
叫
吐
い

て
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
彼
ら
の
仕
が
場
、
神

叩
一
な
場
所
.
で
あ
る
は
ず
だ
一
日
日
川
校
野
球
の
選
下
た
ち

な
ら
、
そ
の
砂
を
持
っ
て
州
る
ほ
ど
心
の
よ
す
が
と

す
る
場
所
だ
。
そ
う
思
っ
た
ら
、
略
は
叫
凡
け
ま
い
。
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マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
過
献
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、
止

り
な
が
ら
道
路
に
唾
を
吐
く
の
もU
H
Hが
な
い
が
、

野
球
の
試
合
は
そ
れ
程
苛
慌
で
は
な
い。

野
球
よ
り

ず
っ
t

肉
体
的
に
は
ハ
ー
ド
な
テ
ニ
ス
の
試
合
で
、

ひ
る

コ
l

ト
に
時
を
吐
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
な
却
嘘

b
z口
う
だ
ろ
う
。

野
球
の
場
介
、
マ
ナ
ー
が
そ
れ
科
う
る
さ
く
パ
わ

れ
な
い
か
ら
、
平
気
で
唾
を
吐
く
の
だ
ろ
う
が
、
そ

う
な
る

t

要
は
、
選
手
個
人
の
品
性
と
誇
り
の
問
題

L
L
れh
r。
。

野
球
と
い
う
よ
川
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ぞ
愉
人
し
た

先
人
の
功
紛
に
は
文
句
な
し
に
脱
州
だ
が
、
語
い
山
中
川

慣
ま
で
ま
ね
す
る
こ
と
は
な
い
。
野
球
は
テ
レ
ビ
で
、

子
供
が
一
書
大
勢
見
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
だ
。

唾
t

い
え
ば
、
今
年
の
関
東
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

送
手
術
ず
も
、
以
終
日
の
崎
勝
争
い
に
絡
ん
だH
h
h
r

少
の
いH
川
校
州
選
下
が
、
テ
ィl
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
略
を

吐
い
て
役
以
か
ら
厳
市
な
注
立
を
受
け
た
。

嘆
か
わ

し
い
話
だ
。

そ
も
そ
も
、

行
協
t

い
う
・4
u集
ぞ
.
北
川
品
に
し
て
、

何
で
も
マ
ナ
ー
に
山
き
換
え
る
風
潮
が
よ
く
な
いt

m
u・
フい

わ
く
、
川
市
の
マ
ナ
l

、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
l

、

来
て
は
、
交
通
の
マ
ナ
l
k

か
、
夫
婦
問
の
マ
ナ
ー

な
ど
t

も
パ
っ
て
い
る
。

本
来
、
行
儀
作
法
で
片
付

〈
一

日
東
だ
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マ
ナ
!
と
い
う
丸
品
が
、
本
中J
は
.
ど
う
い
う
九
州
感

を
持
つ
も
の
か
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
行
協
と
い

う

U

本
語
仁
は
、
マ
ナ
i

以
前
の
、
日
頃
の
何
気
な

い
人
間
の
也
ち
居
振
る
舞
い
を
、
美
し
く
あ
る
べ
く

胤
制
し
よ
う
t

い
う
ぷ
昧
が
あ
るt
私
は
思
う
。

日
小
で
は
、
逆
に
、
マ
ナ
l
e

行
儀
と
り
い
い
倹え

た
お
が
い
い
。

サ
ン
チ
ェ
ス
、
尼
崎
、
務A
H、
そ
れ
に
、

た
ち
:
:
:
お
行
儀
が
患
い
よ
、
と
。

川
イ
L
娘

(
了
)

{
作
'
c



FORUM 

海士の広場



道
徳
を
守
れ
ね

社
会
人

事
時
種
ク
ラ
ブ

後
康
正
三

広
時
林
に
よ
れ
ば
「
遊
徳
と
は
人
間
の
ふ
み
行
う

べ
き
、
正
し
い
逃
ま
た
は
そ
れ
に
か
な
う
行
為
L
t

あ
る
。

毎
月
第
一
川
附
け
は
町
内
消
防
日
で
す。
町
内
や

郎
道
に
而
し
た
航
え
込
み
の
消
掃
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
-
b
汗
き
ま
す
こ
と
は
道
徳
を
感
じ
た1

コ
?
を
入
れ
て
、
消
婦
の
で
き
か
令
記
さ
せ
て
柄
引
き

ま
す
。

昨
夜
米
の
雨
も
上
り
清
々
し
い
偶
で
し
た
。
品
市
「
節

も
持
ち
に
向
か
う
時
期
、
で
ポ
イ
捻
て
も
数
あ
り
耐

k

が
り
で
、
紙
な
ど
M柏
木
に
絡
み
つ
き
セ
缶
、
肌
慨
肌
取
も

路
耐
に
散
ら
か
り
何
時
も
よ
り
倍
労
し
ま
し
た
。M
m

-
え
込
み
の
小
のq
h山
に
下
な
伸
ば
し
て
い
る
と
き
丘
、

六
年
生
の
火
の
子
が
通
り
過
ぎ
な
が
ら
(
お
じ
さ
ん

あ
り
が
t

う
)
と
戸
舎
か
け
て
行
き
過
u
dま
し
た
。

思
い
掛
げ
な
い
後
拶
に
戸
必
っ
た
弘
は
制
も
返
が
を

す
る
こ
と
も
な
く
、
後
ろ
姿
舎
川
凡
送
っ
た
。
カ
バ
ン

ぞ
提
げ
て
肘
た
の
で
日
限
日
で
あ
りE
-

』
か
へ
勉
強

仁
行
く
の
で
し
ょ
う
。

私
は
そ
の
一
戸
て
腰
の
術
み
も
和
ら
ぎ
道
徳
が
今

の
子
供
に
欠
け
て
凶
る
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
のr
r
の

家
庭
の
し
つ
け
か
、
あ
り
がt-
フ
の

一戸
が
優
し
く

心
に
伐
り
ま
し
た
。

非
常
識
に
道
路
に
投
げ
伶
て
て
行
〈
大
人
の-t瓜

徳
を
柑
感
し
、-
Uい
L
J
に
礼
を
?
川
わ
れ
老
い
た
身
に

励
ま
し
を
う
え
で
く
れ
て
布
り
雌
う
、
今
日
は
腰
は

偏
く
と
も
心
地
よ
い
消
M
m
nで
し
た
。
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俳
九
円
の
楽
し
み

大
畑

等

「
け
納
U
Lの
な
ん
t

か
、
と
い
う
州
旬
教
科
古
に

で
て
る
よ
」
t

夕
食
を
共
に
し
て
い
る
般
が
よ
円
っ
た

t

き
、
坪
内
稔
典
の
「
あ
の
述
作
だ
な
」

t

ピ
ン
t

米
た
。
そ
し
て
あ
の
旬
が
教
科
市
に
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
こ

t

を
惜
し
〈
思
っ
た
の
で
あ
る.
教
科
m
u

で
は
政
初
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
ニ
で
、
あ
の
い
可
「
け

納
V

ト
，

一旬
」
す
べ
て
制
介
し
て
み
よ
う。

一日
の
け
納
一
足
は
や
せ
て
ま
す

二
月
に
は
け
納
一
夜
と
坂
下
る

ご
一川
の
け
納
U
の
う
ふ
ふ
ふ
ふ

阿
川
に
は
.
先
ん
だ
ま
ね
す
るけ
納
va

h
川
米
て
凶
っ
て
し
ま
う
け
納
V

け
納

・

2
ハ
川
ご
ろ
に
は
ご
ろ
つ
い
て

肢
を
・
制
む
け
納
豆
も
七
月
も

八
日
の
峻t
親
し
む
甘
納d

ほ
ろ
ほ
ろ
t

生
き
る
九
日
の
H

納
・v
.

十
川
の
山
久
は
み
A
な
け
納
は

川
品
な
呼
ぶ
卜
一H
川
の
日
納υ
.

ト

・
一N
H
Eう
す
る
E

う
す
る
日
納
.
v
.

(
師
庁
内
捻
典
句
集
ふ
ら
ん
す
堂
)

こ
の
け
納
豆
の
句
が
'
r
M棋
や
波
郷
の
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い
く
た
び
も
小
川
の
深
さ
そ
サ
ね
け
り

哨
水
の
し
ぶ
け
り
問
ん
に
胤
の
初

t

一絡
に
以
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
岐
に
感
必
を

附
く
な
f
t
、
よ
け
い
な
こ
と
は
し
な
か
司
た
。
父

税
が
俳
句
を
や
っ
て
い
る
の
は
示
々
知
っ
て
い
る
わ

け
で
、
「
付
納U
」
の
旬
が
で
て
い
る
よ
、t
知
ら
せ

よ
う

t

す
る
t

こ
ろ
仁
、
般
の
「
鰐
きL
が
す
で
に

表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
い
や
「
驚
き
」
t

思

う
の
は
、
こ
ち
ら
の
思
い
過
ご
し
で
、
般
は
自
然
に

こ
の
旬
を
受
付
入
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
般
の
「
俳
句
に
対
す
る
感
想
」
に
子
守
加
え

な
か
っ
た
の
は
、
私
にk

っ
て
伶
跡
的
な
こ
と
で
、

振
り
返
っ
て
「
あ
あ
・
民
か
っ
た
」
t

思
っ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
「
日
納
u

卜
・
一
旬
」
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
殺
し
い
そ
れ
が
-
得
で
あ
る
そ
し
て
作
れ

が
問
え
る
、
州
制h
wの
「
け
A
M
U
t
『
片
け
悦
」
を
、

μ
分
に
併
込
ま
せ
て
つ
く
っ
て
い
る
の
が
、
こ
れ
ら

廿
納
以
の
hり
な
の
で
あ
る
川
初
旬
は
小
品
や
近
代
d

t

は
ち
が
っ
て
、
覚
え
い
勿
〈
、
れ
ず
さ
み
幼
い
と
い

う
の
が
、
「
日
抑
制
日
」
人
川
令
体
ぞ
抱
え
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
-
耐
を
泳
う
と

い
う
の
が
、
「
片
六
性
」
ζ

の
三
耐
を
も
丹
て
伴
内
泣

温
は
俳
句
を
「
ぷ
聞
の
附
の
J
歌
」
t

行
い
、
桑
M
B

A
A犬
は
「
m
w
L
品
川
」t
H
3

た
が
、
私
が
思
う
に

は
、
こ
の
人
必
よ
り
『
近
代
人
」
し
な
ろ
う
と
知

っ
た
わ
け
で
、
そ
ん
な
に
仰
旬
を
泣
し
め
る
こ
と
は

な
か
っ
た
は
ず
.
ζ

の
二
以
聞
を
パ
ネ
に
川
問
旬
は
、
結

構
い
ろ
ん
な
靴
製H
e
拍
〈
-
』t
が
で
き
る

廿
納
V
の
句
に

一

民
っ
て
、
ま
ず
は
宇
品
は

一川
か

ら
十
二
月
、
そ
れ
の
み
で
あ
る
議
時
ぷ
な
ぞ
不
安
、

そ
の
t

き
ど
き
の
旬
の
兄
た
も
の
で
充
分
で
す
よ
、

と
い
う
こ
t

。
そ
れ
に
こ
の
卜
二
旬
、
ど
の
よ
う
に

受
け
取
る
こ
t

も
山
山
米
そ
う
だ
。
新
人
生
で
も
純
社

会
人
の
一
年
、
t

し
て
も
良
さ
そ
う
だ
し
、
ま
た
人

化
ヒ
ト
を
粍
な
んt
し
て
る
人
の
感
慨
に
も
添
う
の

で
は
な
い
か
人
は
点
以

f

」
や
可
思
想
」
で
作
.
き

て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
の
時
間
を
、
食
う
、

働
〈
、
遊
ぷ
、
阪
る
、
そ
し
て
小
さ
い
が
叩
か
で
あ

る
断
片
的
な
成
杭
で
生
き
て
い
る
・

そ
こ
は
多
品
川

な
似
非
で
あ
丹
て
、
旬
以
前
も
内
川
得
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
引
か
な
も
の
t

な
る
の
だ
@
俳
句
と
い

う

M
J
m
{
ぞ
れ
は
片
J
性
に
通
じ
る
)
に
厳
山
町
な

口
弘
の
仏
辻
金
制
作N
し
て
も
、
ち
ょ
?
と
脱
が
あ
る
。

む
し
ろ
峨
々
な
受
け
と
り
い
々
に
ゆ
だ
ね
る
は
・
フ
が
以

い
川
鉄
を
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、
行
蛙
合
併
枕

す
る
の
だ
そ
う
す
る
と
人
ー
ま
で
見
え
な
か
っ
た
・
川

分
が
、
他
人
に
先
比
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
ニ
で
、
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J
葉
を
煤
介
に
し
て
、
h
H他
共
に
っ
く
り
あ
げ
る
共

引
の
川
怖
が
現
れ
る
。

俳
句
は
「
座
の
文
中
」
t

い
わ

れ
る
が
、
べ
つ
に
附
心
の
も
の
だ
け
で
「
出
」
を
形

成
す
る
と
守
え
な
く
て
よ
い
パ
換
の
多
義
性
に
ゆ

だ
ね
る
な
ら
、
位
L

し
で
も
、
述
〈
削
れ
て
い
て
も

「
向
」
は
形
成
さ
れ
る・

今
日
の
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ

ぞ
可
能
に
す
る
し
、
こ
れ
は
唱
』
れ
で
今
日
的
な
「
山
内
」

と
私
は
与
え
た
い。

き
て
、
同
じ
作
者
に

側
糊
が
ど
っ
t
n

り
ま
す
詑
珠
沙
中

が
あ
る
。

つ
い
で
に
作
れ
小
人
の
弁
を
引
い
て
み
る
・

州
湖
の
ハ
り
は
友
人
のH
さ
ん
.
ん
永
に
人
れ
が
あ
り
、

大
相
抄
、
の
テ
レ
ピ
中
総
で
判
潮
が
積
場
す
る
と
、
家

紋
が
そ
ろ
っ
て
こ
の
旬
を
問
え
る
と
い
う。

蛤
殊
沙

帯
の
tけ
か
ら
飽
頗
が
ひ
し
ゃ
げ
た
よ
う
す
を
品
み
取

り
、
そ
ん
な
ふ
う
に
朝
潮
が
負
け
る
こ
と
を
期
待
す

る
ら
し
い
V。

日
さ
ん

一家
を
生
き
生
会
し
た
ハ
バ
分
に

さ
せ
る
t

は
い
え
、
判
湖
聞
に
は
ど
う
も
山
中
し
ぶ
な

に
も

っ
と
も
、
判
湖
は
な
に
よ
り
も
n
け
つ
ふ
り

の
よ
い
力
・
仁
だ
が
.

{
川
お
}

こ
れ
も
H
さ
ん

-

家
と
つ
〈
る
「
時
」
な
の
だ

は
い
え
、
実
際
に
止
ま
っ
て
く
る
「
地
」
は
そ
の
一

例
性
の
欣
に
、
メ
ン
バ
ー
の
衣
仙
さ
・
え
も
川
引
さ
れ

る
ほ
ど
、
小
ー
さl
ぎ
と
心
に
仇
る

@

何
年
か
山
川
、三

l

d
d

e

!

1

!

ー

:

1

・

京
臥
で
の
キ
ャ
ン
プ
で
の
・
』
t

私
の
家
紋
に
も
内

絡
で
制
附
を
し
の
ば
せ
て
、
突
然
句
会
を
附
い
た
“

私
以
外
の
訓
も
が
初
体
験
で
、
相
慨
は
悲
山
町
す
ら
以
ド
げ

る
。

五
、
じ
、
R
t
指
を
祈
り
な
が
ら
む
全
員
が
勺

く
っ
て
し
ま
う
。

ζ

れ
は
、
や
は
り
知
詩
型
で
同
作

の
リ
ズ
ム
金
持
つ
俳
句
の-
Mの
故
、
日
制
佐
と
片
け

性
の
紋
で
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
俳
句
が
臨
場
感
合

作
っ
て
魁
っ
て
く
る
。

と

む
っ
ち
ゃ
ん
は
キ
T
ン
フ
フ
ア
イ
ヤ
1

う
れ
し
い
な

小
学
生
低
学
年
のf
の
俳
句
で
、
妹
を
思
う
心
怖
が

キ
ャ
ン
プ
の
「
場
」
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
感
情
の

只
体
的
な
現
れ
に
、
税
一
川
に
感
動
し
たM

い
ま
いH
川

校
生
t

な
っ
た
そ
の
r
r
は
、
も
は
や
そ
の
よ
う
な
俳

句
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
フ
が
、
場
の4

刷
性
の
欣
に
、
一
H
1、
仰
い
て
心
に
伐
る
で
あ
ろ
フ

I
l

-
-の
項
戸
川
〈l
1

6) 



E・E・-ーーーー-

読者の皆さん
こんにちは/

@ 

中西康代

こ
と
し

三
川
む
の
本
欄
に
「
痴
呆
症
を
別
名
に
」

と
い
う
私
の
提
後
を
山
似
せ
て
い
た
だ
3

ま
し
た
が
、

弘
は
何
と
相
変
わ
ら
ず
し
?
』
〈
、
そ
の
市t
v号
え

て
い
ま
す

・
加H立
は
そ
の
似
附
か
ら
『
脳
血
同
社
」
と
『
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
l

」
の

-
一
前
期
に
収
分
で
き46
す
が
、

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
性
柄
小
組
」
に
つ
い
て
は
紋
近
の

新
聞
・

テ
レ
ビ
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
荊
」t

「
痴
呆
」

を
省
略
し
矩
〈
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
は
こ

れ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
「
脳
血
管
性
」
に
つ
い
て
は

「
脳
血
符
病
」
t

は
・
パ
わ
な
い
よ
う
で
す

.

引
私
は
「
単

行
w
m」
t

か
「
州
幼
山
肌
」
と
い
う
川
加
を

F
Jえ
て
い

ま
す
.

E

う
で
し
ょ
う
か
@

日
本
に
ル
か
ら
あ
る
川

知
と
し
て
は
「

一
.
広
わ
ら
べ
」
が
指
し
い
こ
と
ば
だ

t

思
い
ま
す
。
-
版
協
引
喝
な
E

で
使
う
に
は
ど
う
か

な
t
m
uっ
て
い
ま
す
。

こ
の
訴
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
す
が
、
『二度
わ
ら

べ
」
と
い
う
こ
t

ば
ぞ
私
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小

向
誠
さ
ん
の
芥
占
「
二
度
わ
ら
ぺ
の
時
t

生
き
て
」

で
知
り
ま
し
た
。
こ
の
本
は
老
人
間
也
を
テ
!
?
に

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
お
守
に
つ
い
て
大
安
好

意
的
で
あ
り
が
た
い
-
x
hが
あ
っ
た
の
で
抑
制
介
し

ま
す
。
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日
本
の
近
代
は
、
長
い
問
、
神
社
や
寺
を
組
末
に

し
過
ぎ
た

一

こ
の
こ
つ
の
e

心
の
サ
ロ
ン
e
は
、
た

い
が
い
の
村
や
町
に
一
っ
か
こ
つ
ず
つ
あ
っ
て
、
お

祭
り
や
墓
渇
の
世
話
だ
け
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
々
に
あ
る
教
会
の
役
割
、
す

な
わ
ら
、
家
族
の
結
び
つ
き
、
日
曜
毎
の
集
会
、
教

育
と
悩
み
ご
と
相
談
、
村
や
町
の
出
来
事
の
解
決
等
、

よ
ろ
ず
身
の
上
格
談
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
メ
デ
イ
テ

l

シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
今
日
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
多
角
的
に
果
し
て
き
た。

日
本
に
お
い
て
、
教
会
の
役
目
を
実
行
し
て
き
た

の
は
、
神
社
と
寺
、
特
に
寺
で
あ
り
、
そ
の
数
は
、

今
日
の
公
民
館
や
図
・
館
や
劇
場
の
数
を
合
計
し
た

の
よ
り
多
か
っ
た

，

も
ち
ろ
ん
、
お
寺
に
も
功
と
罪

が
あ
る
し
か
し
、
教
会
や
寺
ほ
ど
、
千
数
百
年
に

わ
た
っ
て
、
地
域
社
会
に
多
角
的
な
貢
献
を
し
て
き

た
施
設
は
他
に
な
い，
そ
し
て
、
こ
れ
に
そ
っ
く
り

か
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
、
近
代
社
会
は
、
つ
い
に

つ
く
り
出
せ
な
か
っ
た一

ま
た
、
今
日
の
、
地
域
社

会
の
鰭
絡
設
も
、
人
間
の
心
身
を
総
合
的
に
扱
え
る

機
能
に
お
い
て
、
車
寸
の
働
き
を
上
ま
わ
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る

私
は
、
敏
会
や
神
社
や
寺
を
新
た
に
つ
く
れ
と
も
、

お
祭
り
を
復
活
さ
せ
ろ
、
と
も
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。

こ
れ
ら
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
千
数
百
年

に
わ
た
っ
て
果
し
て
き
た
働
き
を
再
検
討
す
べ
き
だ

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

さ
ら
に
、
教
会
の
牧
師
や
寺
の
僧
侶
は
、
そ
の
役

職
の
名
の
示
す
よ
う
に
、a
nす
の
施
設
を
所
有
し
て

い
る
の
で
も
、
ま
た
、
そ
こ
に
閉
じ
込
も
っ
て
、
お

客
を
待
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

彼
ら
は
健
脚
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
村
や
町
の
人
々
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

宗
教
は
、
決

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
活
動
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
も
信
者
も
集
ま
る
大

衆
も
、
自
ら
の
心
身
を
助
け
た
の
で
あ
る
。

現
代
の

地
方
公
務
員
や
企
業
文
化
の
演
出
者
た
ち
も
、
こ
の

歴
史
的
な
シ
ス
テ
ム
舎
、
も
う
少
し
見
直
す
こ
と
で
、

高
齢
化
社
会
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

λ
J
 ど

う
で
す
か
?
弘
は
こ
の
掠
な
的
大
級
の
伐
仲
川

や
制
札
"
に
で
あ
うt
大
い
に
什A
e
よ
く
し
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
品
れ
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か

.
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草
い
き
れ
A
7妖
怪
の
ゆ
げ
に
入
る

求
の
問
の
ア
リ
ア
と
な
ら
む

埠
時
雨

井
口
し
お
り

(東
京
)

絶
餓
鬼
会
の
香
燈
お
く
る
ネ
持
子

お
燐
の
葬
に
風
鈴
下
し
け
れ
F

吉
田
ゆ
き
ゑ
(東
京
)

茸
》
号
、
終
え
し
赤
銅
の
堂
盆
を
待
つ

夏
草
や
廃
材
基
を
践
す
の
み

佐
藤
雅
子
(山
形
)

青
林
拾
ひ
ら

川
，
と
交
け
て
野
ヰ
柑

金
支
度
祖
母
の
鏡
が
此
所
に
あ
っ

近
接
あ
ず
さ
(東
京
)



ペ
ダ
ル
消
む
一
本
道
や
仁
川
叩
瓜

百
い
悦
に
弘
る
バ
イ
キ
ン
グ
敗
戦
目

内
堀
綾
子
(東
京
}

原
色
の
ホ
ロ
シ

ヤ
ツ
好
む
花
で
い
J

児
玉
仁
良
(筒
玉
)

兵
柑
子

鴎
白
波
え
て
ゐ
た
リ

吉
野
法
、
衣
店



事務局便り

-
務
局
便
り

・
平
成
七
年
度
総
会
の
ご
報
告

去
る
七
月
一
一
一
一
一
日
、
法
然
上
人
繍
仰
会
の
平
成
七
年
度

定
例
総
会
が
、
東
烹
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
諏
訪
貞
松
院
住
職
・

山
田
和
雄
蛾
長
の
進
行
に
よ
り

次
の
職
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。①

平
成
七
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

@
監
査
報
告

@
平
成
八
年
度
事
業
計
画
及
び
会
計予算

ω
役
員
人
事
に
つ
い
て

な
お
、
役
員
人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
牧
田
誠
亮
会
長
が

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
た
め
、
真
野
龍
海
副

会
長
を
次
期
会
長
に
ご
縦
一
敏
中
で
す

総
会
終
了
後
、
法
然
上
人
績
仰
会
活
動
の
今
後
を
探

る
』
の
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
貴

重
な
ご
意
見
が
提
示
8

れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
誌
面
及

び
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

会
貨
の
保
込
は
こ
ち
ら
へ

似
M
M盛W
H
V
0
0
1
8
0
8

a
E
伶4
・
』

0
6
句
，

-
続
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

編
集
部
で
は
「
浄
土
」
の
よ
り
一
m
mの
充
実
を
図
る
た

め
に
、
脇
島
慨
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

l

九
月
号
で
も
っ
と
も
よ
か
っ
た
記
事

2

今
後
、
掲
載
し
て
も
ら
い
た
い
記
事
、
希
望
す
る
内
容
。

3

法
然
上
人
鎖
仰
会
の
活
動
と
し
て
望
む
こ
と
。

4

そ
の
他
。
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
官
製
は
が
き
ま
た

は
F
A
X

で
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
も
れ
な
く
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

(
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
)

-
お
詫
び
と
訂
正

八
月
号
可
御
法
語
に
聴
く
一
一
六
ペ
ー
ジ
、

「
慈
悲
と
輪
廻
転
生
を
は
さ
ん
で
表
と
裏
な
の
だ
。
こ
の

婆
婆
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
物
を
食
す
る
と
い
う
行
為
と
、

三
度
の
食
事
を
お
い
し
く
、
感
謝
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た

い
J
は
、
「
生
き
物
を
食
す
る
と
い
う
行
為
と
慈
悲
と
は
、

輪
廻
転
生
を
は
さ
ん
で
表
と
裏
な
の
だ
。
こ
の
裟
護
だ
か

ら
こ
そ
、
三
度
の
食
事
告
お
い
し
く
、
感
謝
を
も
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
の
誤
り
で
し
た
訂
正
し
、
お
詫
び
致
し

ま
す

同
月
号
よ
リ
新
コ
ー
ナ
ー
『
仏
敏
質
問
箱
二
仮
体
)
孟
睡
し
ま
す
.

m
官
の
方
4
が
嘗
段
か
ら
抱
い
て
い
る
疑
問
や
悩
み
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い

.



お
寺
か
ら
檀
信
徒
へ

家
の
仏
祖
の
上
に
掛
け
る
も
の
で
す
。

芹

提
寺
と
そ
の
宗
旨
が
い
つ
も

ひ
と
目
で
明
確
に
な
り
ま
す。

@ r土、
ノ E 、

t二二，
日

布

数
を
ま
と
め
て
御
注
文
下
さ
い
。

考文

客頁
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h
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‘
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・
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m
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A
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骨
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a
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a
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T
z
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・
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-
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・
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ふ
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山
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j
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u
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・
7
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品
ι
免

-
@
恥
ルa
働
色
宵
・
&
司-
n

&
栃
-
-
a
‘
，
‘
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2

令
F
b
晶
骨
占有
包
帯

定価 : 大 (32.0X 18.3cm) 72 1 円/小 (27 . 3X 14.2cm) 4 12円

注文 ・ 問合せは

法然上人鎖仰会
〒105 東京都港区芝公園4-7-4明照会館内

電話:03・3578・6947~FAX : 03-3578-7036



-
吾
川
に
恒
例
米
ま
だ
か
t

遠
き
戸

G5 
潤

今
年
の
反
は
全
問
で
O
|
1
5
7

な
る
病
ぬ
閣
が
泊
戚

ぞ
振
る
い
、
大
勢
の
死
計
ま
で
だ
し
た
そ
れ
に
感
染
し

た
忠
お
さ
ん
の
数
は
大
阪
の
甥
市
な
E

で
は
い
ハ
下
%
を
岡
崎

ぇ
、
市
'
N
体
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま

っ
た

。

食
べ
物

か
ら
の
感
染
で
あ
る
こ
t

が
わ
か
る
だ
け
で
、
そ
の
食
品

す
ら
限
定
さ
れ
ず
、
感
染
ル

ー

ト
も
わ
か
ら
な
い
状
態
が

絞
き
、
そ
の
感
染
者
が
大
部
分
「
供
で
あ
る
t

ぃ
・
2

』
t

か
ら
、
日
本
中
の
相
似
た
ち
、
チ
供
た
ち
は
神
経
企
す
り
減

ら
し
た
い
誌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ζ

の
U

に
見
え
な
い
病

原
的
t

い
う
悲
庇
は
、
な
ぜ
こ
の
夏
、
二
ん
な
に
も
値
威

を
振
る
っ
た
の
か
不
明
だ。

そ
ん
な

小
、
大

阪
の
女
の
F

の
悲
鳴
が
祈
聞
に
依
っ
て

い
た
・

「
こ
ん
な
紛
い
思
い
そ
す
る
な
ん
て
も
う
い
や
、

ご
飯
が
怖
い
!
」

思
わ
ず
絶
句
し
た
パ
柴
だ
っ
た
。

以
前
股
呼
山
中で
一
番

お
い
し
い
食
べ
物
は
何
で
す
か
の
質
問
に
、
あ
る
引
の

ι
'

が
「
お
む
す
び
」
と
容
え

、

絡
し
く
な
っ
た
思
い
を
交
錯

し
て
思
い
出
し
た
。

日
本
人
は
ご
阪
が
大
好
き
で
、
一
年

中
食
べ
絞
り
て
も
飽
き
な
い
人
が
多
い

。

そ
の
ご
飯
を
食

べ
る
句
、t

が
怖
い
t
a
d
-わ
せ
て
し
ま
う
今
制
の
病
原
幽
騒

動
、
そ
の
恐
ろ
し
き
ぞ
改
め
て
焔
感
し
た
。

呪
代
は
食
品
公
許
な
る
・
4
集
も
あ
る
よ

・
フ
に
、
さ
え
ざ

ま
な
加
[
品
、
添
加
物
だ
ら
け
の
食
品
が
府
踊
に
技
び
、

使
利
t

安
さ
を
優
先
す
れ
ば
、
能
成
は

二
の
次
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
ほ
E

、
吟
味
し
て
口
わ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な

っ
て
い
る
。

せ
め
て
食
べ
る

t
y

フ
こ

t
f

ら
い

純
粋
に
幾
し
む
、
』t
が
で
き
る
附
の
小
に
な

っ
て
も
ら
い

た
い
も
の

r
。

{
H
K
)

編集

編
集
チ
i

フ

編
集
ス
タ
ッ
フ
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編
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